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令和２年度和束町決算特別委員会 

 

○議長（小西 啓君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、決算特別委員会にご参集いただき、ご苦労様です。 

 初めての決算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の岡田泰正委員に臨時委員長をお願いいたします。 

臨時委員長と交代します。 

○臨時委員長（岡田泰正君） 

 年長の故をもちまして、私、岡田泰正が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力をお願いいたします。 

 ただいまから、決算特別委員会を開会いたします。 

 岡田 勇委員から欠席の届けが出ています。畑 武志委員から遅刻の届けが出てい

ます。 

 これより、決算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、私、岡田泰正を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、私、岡田泰正が委員長に当選いたしました。 
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 ただいま、委員長に当選しました私、岡田泰正が委員長就任の挨拶をいたします。 

 それでは、皆様方のご信任をいただきまして委員長に就任し、務めさせていただき

たいと思います。皆様、一層のご協力をお願いいたしたいと思います。 

 それでは、一言、就任のご挨拶を申し上げたいと思います。 

 本特別決算委員会におきましては、予算執行がそれぞれ適正に行われ、それにより、

また、この予算執行によりまして行政効果がどのような形で発揮できたかどうかとい

うこと、また、１年前の委員会で審議をされていただきました予算委員会等の趣旨に

それがどのように決算委員会の中で生かされているのか、そういったことなどを納税

者の立場に立って確認していただく大変重要な委員会であります。 

 なお、本委員会は限られた日数の中で十分慎重審議がなされますように、各委員各

位のご理解とご協力をお願いいたしまして、甚だ簡単ではございますが、委員長就任

の挨拶に代えさせていただきます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（岡田泰正君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に村山一彦委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、村山一彦委員が副委員長に当選されました。 

 村山一彦委員にこの旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された認定第１号から認定第７号まで、令和元年度和束町一般会計

歳入歳出決算認定及び和束町各特別会計歳入歳出決算認定についてを一括議題といた
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します。 

 提案理由については１０日の本会議で述べられましたので、最初に、令和元年度決

算審査意見書について、監査委員である村山一彦委員より報告願います。 

○副委員長（村山一彦君） 

 皆さん、おはようございます。 

 決算審査意見書を延べさせていただきたいと思いますので、皆さんのお手元にある

資料にお目通しをお願いしたいと思います。 

 この朗読をもちまして報告とさせていただきます。 

令和元年度決算審査意見書 

 令和元年度和束町一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況に

係る審査について、和束町監査基準に準拠して審査を実施したので、次のとおり意見

を付する。 

 令和２年８月２４日 

                        和束町監査委員  藤木 貞嗣 

                           同     村山 一彦 

 第１ 審査の種類 

   地方自治法第２３３条第２項の規定に基づく決算審査 

   地方自治法第２４１条第５項の規定に基づく基金運用審査 

 第２ 審査の期日 

   令和２年７月２２日、２９日、８月６日、２４日（延べ４日間） 

 第３ 審査の対象 

 １ 一般会計及び特別会計決算 

   令和元年度和束町一般会計歳入歳出決算 

   令和元年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算 

   令和元年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
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   令和元年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

   令和元年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算 

   令和元年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算 

   令和元年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 ２ 資金運用状況 

   和束町用品調達基金 

   「くらしの資金」貸付基金 

 第４ 審査の着眼点(評価項目) 

 決算審査にあたっては、決算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であるかを

主眼として審査した。 

 また、基金の運用の状況を示す書類の計数が正確であり、基金の運用が確実かつ効

率的に行われているかを主眼として審査した。 

 第５ 審査の実施内容 

 この決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出

決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調について、計数に誤り

はないか、財政運営は健全か、財産管理は適正か、さらに予算の執行に当たって関係

法令に従って効率的になされているか等に主眼をおき、関係諸帳簿及び証拠書類と照

合し、併せて関係職員の説明を求め審査を実施した。 

 また、基金運用審査にあたっては、その設置目的にそって適正に運用されているか、

計数は正確であるかなどを審査した。 

 第６ 審査の結果 

 審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、財産に関する調及びその他関係書類は法令に適合して作

成され、かつ正確に表示されているものと認める。 

 また、各調書の計数は歳入・歳出簿その他関係諸帳簿と符合しており、各会計の決



― 5 ― 

算内容及び予算の執行についても適正に執行されているものと認める。 

 基金運用審査については、町長から提出された基金の運用の状況を示す書類の計数

は正確であると認められ、基金の運用が確実かつ効率的に行われていると認める。  

 各会計及び基金の審査の結果及び意見は、次のとおりである。 

 １ 一般会計 

 （１）決算の状況 

 令和元年度一般会計決算額は、下表のとおり歳入総額３２億９,３１６万１,０００

円、歳出総額３２億１,１８６万１,０００円で、前年度と比較すると歳入で１.１％、

歳出で３.５％それぞれ増額となった。 

 表はお目通しください。 

 歳入では、前年度と比較して国庫支出金が２,９１１万７,０００円（１５. 

１％）、繰越金が２,６８７万２,０００円（２０.９％）、繰入金が２,２３８万１,

０００円（３２.７％）、諸収入が１,３１３万６,０００円（３２.８％）、地方交付

税が１,００９万３,０００円（０.６％）それぞれ増加したものの、町債が△５,７７

０万円（△１５.４％）、町税が△１,３７０万３,０００円（△３.４％）、自動車取

得税交付金が△５５４万７,０００円（△４４.６％）、分担金及び負担金が△２７７

万６,０００円（△３.５％）それぞれ減少している。 

 歳出では、前年度と比較して商工費が６,５８３万５,０００円（１１６.６％）、

民生費が５,６２４万円（８.７％）、総務費が４,４０５万２,０００円（７.１％）、

衛生費が３,５５６万円（７.９％）それぞれ増加したものの、農林業費が△３,３７

８万１,０００円（△１８.８％）、災害復旧費が△２,１６７万７,０００円（△２１.

２％）、公債費が△２,０５０万７,０００円（△５.２％）、消防費が△１,９１４万

４,０００円(９.４％)それぞれ減少している。 

 歳入歳出決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 
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 実質収支額は、６,３０１万８,０００円の黒字となり、前年度より△６,２８２万

７,０００円(単年度収支額)減少している。実質公債費比率については、１１.９％と

平成２７年度と比較すると△１.０ポイント低くなったものの、増加傾向にある。ま

た、町債現在高は繰上償還を実施されており、平成２７年度と比較すると５,３４７

万３,０００円（１.５％）増加しているが、平成２８年度以降は減少傾向ある。 

 （２）歳入 

 歳入の款別の決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 ア 町税 

 当年度の町税の決算状況をみると、予算現額３億７,４１３万２,０００円に対し、

調定額４億２７７万円、収入済額３億８,５６２万２,０００円となっている。 

 収入済額は、現年度分３億８,０３４万９,０００円と滞納繰越分５２７万３,００

０円とを合わせ３億８,５６２万２,０００円で、前年度決算額３億９,９３２万５,０

００円より△１,３７０万３,０００円（３.４％）減少している。 

 町税の調定及び収入状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 税目別に見ると現年課税分の個人町民税の徴収率が９８.５％と前年度と比較して

△０.９ポイントの減少、法人町民税の徴収率が９３.４％と前年度と比較して△６.

６ポイントの減少、固定資産税の徴収率が９８.８％と前年度と比較して０.１ポイン

トの増加、軽自動車税の徴収率は９８.６％と前年度と比較して０.５ポイントの増加、

市町村たばこ税は前年度と同じ１００％の徴収率となっている。 

 滞納繰越分の個人町民税の徴収率は５０.３％と前年度と比較して△７.７ポイント

の減少、法人町民税の徴収率が４５.７％と前年度と比較して４０.９ポイントの増加、

固定資産税の徴収率が２４.６％と前年度と比較して△４.７ポイントの減少、軽自動

車税の徴収率は２３.４％と前年度と比較して△３.８ポイントの減少となっている。 
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 町税全体を前年度と比較すると収入済額は３億８,５６２万２,０００円で△１,３

７０万３,０００円減少、徴収率は９５.７％で前年度と同率となっている。 

 府内１１町村平均との比較（徴収率） 

 お目通しください。 

 町税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、平成３０年度の現年課税分につい

ては△０.４ポイント下回っているが、滞納繰越分については１.５ポイント上回って

いる。現年課税分について、府内町村並みに徴収率のアップに努める必要がある。  

 イ 使用料・負担金 

 住宅使用料の現年度分の収入済額は８６９万９,０００円で前年度と比較して４３

万１,０００円増加しており、徴収率は８９.５％（前年度８７.０％）で２.５ポイン

ト増加、過年度分の収入済額は７１万２,０００円で前年度と比較して２０万５,００

０円増加し、徴収率は４.５％（同３.４％）となっており、現年度分、過年度分とも

に徴収率が増加した。 

 また、保育料の現年度分の収入済額は７３３万９,０００円で前年度と比較して△

３４６万６,０００円の減少、徴収率は前年度と同様１００.０％%であるが、これは

令和元年１０月より開始された保育料無償化によるものである。過年度分の収入済額

は６万円で、前年度と同額であり、徴収率は２２.４％（同１８.３％）で４.１ポイ

ント増加している。 

 ウ その他 

 町税とともに重要な一般財源である地方交付税は、普通交付税及び特別交付税を合

わせ総額１６億２,９１８万円で、前年度と比較して１,００９万３,０００円（０.

６％）の増加となっている。 

 国庫支出金は２億に１６８万５,０００円で、道路橋りょう災害復旧費負担金や橋

りょう整備関連補助金の増加に伴い、前年度と比較して２,９１１万７,０００円（１

５.１％）の増加となっている。 
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 繰入金は９,０８８万３,０００円で、財政調整基金からの繰入に伴い、前年度と比

較して２,２３８万１,０００円（３２.７％）の増加となっている。 

 一方、町債は３億１,７６０万円で、グリンティ和束整備事業の皆減等に伴い、前

年度と比較して△５,７７０万円（△１５.４％）の減少となっている。 

 （３）歳出 

 歳出を目的別に分類すると、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 目的別歳出を前年度と比較すると、商工費は湯船マウンテンバイクランド整備事業

やワールドマスターズゲームズ関連経費、プレミアム付商品券事業等により６,５８

３万５,０００円（１１６.６％）の増加、民生費は地域福祉基金積立金や障害者支援

事業等により５,６２４万円（８.７％）の増加、総務費は電算機器更新事業や体験交

流センター耐震改修工事設計事業等により４,４０５万２,０００円（７.１％）の増

加、衛生費は国民健康保険(直診勘定)や簡易水道事業に係る繰出金、ごみ・し尿処理

に係る一部事務組合負担金により３,５５６万円（７.９％）の増加となっている。 

 一方、農林業費はグリンティ和束整備事業の皆減等に伴い△３,３７８万１,０００

円（△１８.８％）の減少、災害復旧費は農業用施設災害復旧事業の減少等に伴い△

２,１６７万７,０００円（△２１.２％）の減少、公債費は元利償還金の減少に伴い

△２,０５０万７,０００円（△５.２％）の減少、消防費は防災マップの作成等を実

施したものの、防火水槽設置工事の皆減等に伴い△１,９１４万４,０００円（△９.

４％）の減少となっている。 

 歳出を性質別に分類すると、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 ２ 特別会計 

 （１）湯船財産区特別会計 

 決算の状況は、次のとおりである。 
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 お目通しください。 

 決算額は、前年度と比較すると、歳入が△８８５万３,０００円（△７０.０％）、

歳出が△８３８万８,０００円（△７０.５％）減少した。前年度において、立木伐採

補償料による財産収入が８６５万円収入され、そのうち８５５万５,０００円を財政

調整基金へ積立てしたためである。 

 湯船財産区財政調整基金繰入金２５０万円が収入されたことにより２９万６,００

０円の黒字となった。基金残高が９５２万６,０００円となり、平成３０年度に積立

てができたものの、数年後には基金の枯渇が迫っているため、抜本的な改革を早期に

実施する必要がある。 

 （２）国民健康保険特別会計 

 ①事業勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 決算額は、歳入６億８,１６０万６,０００円、歳出６億３,５３６万８,０００円で、

歳入歳出差引額は４,６２３万８,０００円の黒字となっている。前年度と比較すると、

歳入総額は△７,０４１万２,０００円（△９.４％）の減少、歳出総額も△６,６３３

万２,０００円（△９.５％）の減少となっている。内訳を前年度と比較すると、歳入

では国民健康保険税が△２,３６６万８,０００円（△１５.０％）減少、歳出では保

険給付費が△３,９４５万４,０００円（△８.４％）減少、国民健康保険事業費納付

金も△９１６万１,０００円（△５.０％）減少しているが、財政調整基金に２,００

０万円を積立てしている。 

 なお、平成３０年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、財政規模・財政構

造ともに大きく変化している。 

 国民健康保険税徴収状況 

 お目通しください。 

 国民健康保険税収入額は、現年度分(一般被保険者分)が１億２,９６２万１,０００



― 10 ― 

円あり、前年度と比較すると△２,００７万円（△１３.４％）減少し、徴収率は９５.

７％で△１.４ポイント悪化している。滞納分(一般被保険者分)は４８９万９,０００

円であり、前年度と比較すると△２５９万２,０００円（△３４.６％）減少しており、

徴収率は２５.１％で△６.１ポイント悪化している。 

 府内１１町村平均との比較（徴収率） 

 お目通しください。 

 平成３０年度国民健康保険税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、現年課税

分が０.８ポイント、滞納繰越分は８.０ポイントと大幅に上回る徴収率となっており、

前年度に引き続き、府内１１町村平均を上回る徴収率となった 

 国保税、療養諸費及び高額医療費の比較 

 お目通しください。 

 療養給付費及び療養費については、３億７,６６２万６,０００円となり、前年度よ

り△２,８７５万９,０００円（△７.１％）減少、さらに高額療養費を合わせると４

億２，６０５万２,０００円となり、前年度と比較して△３,７１２万８,０００円

（△８.０％）減少している。 

 ②直営診療施設勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入は診療収入が△４８８万５,０００円（△７.８％）減少

し、歳出においても医業費が△３６３万円（△１１.９％）減少している。前年度は、

診療所に係る給水配管修繕工事やブロック塀設置工事などを実施したことから、歳出

額は減少しているものの、診療収入の減少により、一般会計繰入金が対前年度８００

万円（４０.０％）増加し、２,８００万円の繰入金となっている。 

 施設の老朽化が進んでいるため、総合保健福祉施設整備検討委員会において、当該

施設整備の調査及び審議を進めているところであり、早急に整備されるごとが求めら

れる。 
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 （３）簡易水道事業特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入が５,９９５万７,０００円（２８.７％）、歳出が６,５

８７万９,０００円（３３.４％）それぞれ増加している。これは、水道施設設備の更

新や配水管布設替工事、また、これに伴う国庫支出金や地方債の増加によるものであ

る。水道使用料の徴収率は、現年度分で９９.９％（前年度９９.７％）、過年度分で

９.５％（同１１.８％）となり、現年度分は０.２ポイントの好転、過年度分は△２.

３ポイント悪化している。 

 元利償還金が増加傾向にあり、厳しい経営状況となることが予想されることから、

コロナ禍の厳しい状況ではあるものの、水道使用料の見直しを検討しながら、経営の

健全化に努め、過度な住民負担とならないよう適切に料金設定を行うことが求められ

る。 

 （４）下水道事業特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入が３,２１９万２,０００円（１４.４％）、歳出が３,５

９２万８,０００円（１６.５％）それぞれ増加した。中央浄化センター設備やマンホ

ールポンプ監視計等の更新により施設管理費が２,５０５万１,０００円（５９.３％）

増加したものの、公債費が△７７９万１,０００円（△４.８％）減少したことにより、

一般会計繰入金が△２６８万５,０００円（△１.８％）減少している。 

 下水道使用料の徴収率は、現年度分で９９.８％（前年度９９.４％）、過年度分で

１０.０％（同６.４％）となり、現年度分は０.４ポイント、過年度分は３.６ポイン

ト好転した。 

 公債費は減少したものの、耐用年数経過に伴う施設設備の更新が増加していること
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から、中長期的な視点で経営の健全化を目指しつつ、持続可能な経営基盤の強化に努

められたい。 

 （５）介護保険特別会計 

 ①保険事業勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 前年度と比較すると、施設介護サービス給付費をはじめとする保険給付費が３,５

４２万８,０００円（６.３％）増加したことなどにより、歳入が２,５１５万７,００

０円（４.０％）、歳出が２,１０６万５,０００円（３.４％）それぞれ増加した。 

 介護保険料の徴収率は、現年度分で９９.０％（前年度９９.２％）、過年度分では

１８.２％（同１３.２％）となり、現年度分は△０.２ポイント悪化、過年度分は５.

０ポイント好転している。 

 高齢者の増加とともに介護給付費が増加していることから、給付費の動向を注視し

ながら、介護予防の推進など住み慣れた町で安心して暮らすことのできる体制の構築

が求められる。 

 ②介護サービス事業勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入が１７１万８,０００円（３７.１％）、歳出が１５７万

５,０００円（３５.８％）それぞれ増加した。サービス収入が△４万８,０００円

（△１.５％）減少し、居宅介護支援事業費が２４万３,０００円（２７.９％）増加

している。また、地域包括支援システムパソコン更新に伴い、総務管理費で１３３万

３,０００円（３７.７％）増加したため、一般会計繰入金が１６８万３,０００円

（１２５.８％）増加している。 

 （６）後期高齢者医療特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 
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 前年度と比較すると、歳入が１７９万３,０００円（２.６％）、歳出が１８５万１,

０００円（２.７％）それぞれ増加し、歳入、歳出とも毎年増加傾向にある。 

 後期高齢者医療保険料の徴収率は、現年度分で９８.９％（前年度９７.２％）、過

年度分で２４.５％（同９.５％）となり、現年度分は１.７ポイント、過年度分は１

５.０ポイントそれぞれ好転している。 

 後期高齢者医療においても年々高齢者が増えると同時に、医療費も増加している。

平成２０年４月より広域連合で運営しているが、高齢者が将来にわたり安心して医療

が受けられるよう同制度の安定的な運営を期待する。 

 ３ 基金の運用状況 

 （１）用品調達基金 

 本基金は、用品の集中購入を実施することにより、用品の取得及び管理に関する事

務を円滑かつ効率的に行うことを目的として、平成２年９月に設置されたもので、基

金総額３００万円で運用されている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。 

 お目通しください。 

 用品の取得価格と払出価格に差額が生じた場合は、過不足額の整理が必要であるこ

とから令和元年度において８,６５１円が整理されている。 

 （２）「くらしの資金」貸付基金 

 本基金は、「くらしの資金」の貸付けに関する事務を、円滑かつ効率的に行うこと

を目的として、昭和４５年１２月に設置されたもので、基金総額３７０万円で運用さ

れている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。 

 お目通しください。 

 ４ 総括 

 （１）決算規模 
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 令和元年度一般会計及び特別会計の決算は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 決算額を前年度と比較すると、歳入決算額は７,２３７万５,０００円（１.４％）、

歳出決算額は１億５,５８０万９,０００円（３.１％）それぞれ増加している。 

 （２）決算収支 

 一般会計及び６特別会計の決算における、歳入歳出差引額（形式収支額）は、１億

５,１４５万４,０００円、歳入歳出差引額（形式収支額）から繰越事業に必要な金額

を除いた実質収支額は１億３,３０７万６,０００円、また実質収支額から前年度の実

質収支額を差し引いた単年度収支額は△６,７９４万７,０００円となった。 

 決算収支の対前年度比較は次のとおりである。 

 お目通しください。 

 （３）予算の執行状況 

 歳入は予算現額５６億２,１１３万１,０００円に対し、決算額は５３億２，７２８

万９,０００円で収入率は９４.８％となっている。歳出は決算額が５１億７,５８３

万５,０００円で執行率は９２.１％となっている。 

 会計別執行状況は次のとおりである。 

 お目通しください。 

 （４）財政状況（財政指標） 

 令和元年度決算の主な財政指標は、第１表・第２表のとおりである。 

 財政構造の弾力性や健全性を示す経常収支比率は９８.０％で、前年度の９６.４％

より１.６ポイント悪化している。その要因としては、公営企業に係る元利償還金等

の増加と標準財政規模の減少が影響している。財政力指数は０.２１２へと若干悪化

しており、依然財政の硬直化が見受けられる。 

 実質公債費比率（３か年平均）は前年度比較０.６ポイント増の１１.９％となり、

平成１８年度に策定した公債費負担適正化計画に基づき１８％以下に抑えられ安定し
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ているが、標準財政規模の増加が見込めないなかで、総合保健福祉施設整備事業や橋

りょう整備事業等の大規模事業が計画されていること、簡易水道事業に係る元利償還

金が増加傾向にあることから起債発行の抑制に努める必要がある。 

 （５）財源の確保と事業の執行 

 一般会計と特別会計の収入未済額の合計額は、第６表のとおり８,７９８万３,００

０円と前年度と比較して大きく減少しており、前年度に引き続き、１億円の大台を下

回った。今後も徴収努力を続けられるとともに、税機構任せとすることなく、随時状

況の把握に努め、移管前に適切な処置を講じるようにされたい。 

 収入未済額のうち、死亡及び居所不明、時効の完成等の理由によるものについては

不納欠損処理を実施されているが、第７表のとおり、令和元年度については、不納欠

損額が町税８５万４,０００円、国民健康保険特別会計（事業勘定）３２７万１,００

０円、介護保険特別会計（事業勘定）６３万４,０００円の合計４７５万９,０００円

で、前年度と比較すると１９５万４,０００円（６９.７％）増加している。死亡や居

所不明などにより長年、収入未済となっているものについては、相続人や保証人等の

調査をはじめとした必要な手続を踏んだうえで、法令・条例に従い、適切に滞納整理

を進められたい。 

 令和元年度においては、前年度から引き続いて、住宅・水道・下水道使用料の徴収

率が例年以上に高く、徴収努力を高く評価できる。水道使用料の見直しを検討されて

いることから、応益負担の原則に反することがないよう、引き続き、徴収努力を続け

られるとともに、その他の債権等についても徴収強化に努められたい。また、悪質滞

納者に対しては、住宅の明渡しや給水停止処分、給付制限等、法令・条例に基づき、

適切な対応を講じられたい。 

 （６）基金管理等 

 農産業新技術開発銀行基金は、平成元年に設けられた基金で、新しい和束農業をめ

ざし、農業の新技術開発研究に意欲的な農業団体等に施設設置導入に必要な資金の一
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部を貸付ることを目的として設置されている。平成１９年１２月の償還をもって基金

の動きが見られないため、今後のまちづくりに向けて基金を有効活用されるとともに、

農業団体等に対して啓蒙・啓発されたい。 

 アグリビジネス株式会社の株式１８０万円は会社の実態がなく資産価値が疑わしい

ので、取扱いについて検討する必要がある。 

 「くらしの資金」貸付基金や生活更生資金貸付金等について、借受人の現状把握と、

死亡されている場合は相続人の確認など継続調査が必要である。滞納整理にあたり入

念に事務を進められるとともに、弁護士を介して速やかに処理されたい。 

 （７）おわりに 

 令和元年度決算は全会計とも黒字決算となり、限られた財源のなか、和束町第４次

総合計画に掲げる６つの協働プログラムを中心として、様々な施策を展開されてきた。 

 一方、人口減少や少子高齢化をはじめとした本町が抱える課題は山積しており、ま

た、令和元年度においては町税の大幅な減収などにより、厳しい財政状況が続いてい

る。さらに、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今年度以降、より一層厳し

い財政運営を強いられることが予想される。 

 このような状況のなか、自主財源確保のため、職員一丸となった徴収努力に成果が

見られ、また、限られた財源のなかで緊急性・重要性を鑑みつつ、効率性・経済性・

有効性を考慮しながら課題解消に向けた施策の推進、将来を見据えた施策の展開に取

り組まれている。今後も社会情勢の変化を慎重に見極めつつ、更なる歳入の確保に努

められるとともに、持続可能な財政運営を図られたい。 

 最後に、計画最終年度を迎えた和束町第４次総合計画に掲げる将来像「ずっと暮ら

したい活力と交流の茶源郷和束」の実現に向けて、残り僅かな期間であるものの、住

民とともにより一層取組を推進され、現計画を締めくくられるよう期待し、令和元年

度度決算審査の意見とする。 

 後ろの指標は、また各自お目通しください。 
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 以上、報告といたします。 

○委員長（岡田泰正君） 

 続きまして、副町長から、順次、議案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、決算書は款のみの数字にとどめ、決算事項別明細書につ

いては特に重要なもののみとし、簡潔・明瞭に説明願います。 

 それでは、副町長から順次説明願います。 

○副町長（奥田 右君） 

 おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうからは、主要な施策の成果の説明書に基づきましてご説明申し

上げたいと思います。 

 資料のほうをよろしくお願いいたします。 

 地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、令和元年度決算に係る主要な施策の

成果を説明する書類を次のとおり提出する。 

令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 

和束町長  堀 忠雄 

 １．総括 

 令和元年度は、「令和」という新たな時代の始まりであると同時に、消費税率の引

上げや自然災害の激甚化、新型コロナウイルスの感染拡大など社会情勢、行財政運営

が大きく変化した年でありました。このような状況のなか、厳しい財政状況を踏まえ

つつ、「ずっと暮らしたい活力と交流の茶源郷和束」の実現に向けて、様々な施策を

展開してきたところです。 

 （１）和束を担う次世代の人づくり協働プログラム 

 １８歳までの医療費無償化、小・中学生の給食費及び修学旅行費の無償化の継続と

ともに、消費税率の引上げに伴う保育料無償化と併せて給食費の無償化を実施し、ま

た、保育園・児童クラブの保育時間を延長するなど子育て支援の推進に努めてまいり
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ました。 

 （２）住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム 

 地域医療の充実を図り、保健福祉医療の一体的な提供体制を担う中核施設として総

合保健福祉施設を整備するため慎重に検討を重ねるとともに、将来的な財政負担の軽

減を目的として地域福祉基金へ積立てを行うなど安心な暮らしの確保に向けた施策を

推進してまいりました。 

 （３）安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラム 

 老朽化に伴う橋りょう整備や狭隘な町道の拡幅改良、簡易水道設備の整備を進め、

安心・安全の確保や道路・交通網の充実を図ってまいりました。また、路線バスの運

行体制や観光との併用が可能なゴルフカートを活用した新たな地域交通の在り方を検

討してまいりました。 

 （４）自然を守りともに暮らす協働プログラム 

 頻発・激甚化している自然災害に対応するため、防災マップの作成や指定避難所で

ある体験交流センターの耐震補強工事設計事業、保育園の耐震改修基本計画策定など

防災力の強靭化を進めてまいりました。 

 （５）和束のブランドを高める協働プログラム 

 ワールドマスターズゲームズ開催に向けたスタートコース等の整備を実施するとと

もに、町実行委員会の立ち上げや実施計画策定など大会本番に向けた本格的な取組を

進めてまいりました。また、犬打峠トンネル開通を見据えた農産物直売所の整備や茶

を軸とした観光施策の展開、茶農家を支援するため晩霜被害茶園対策助成金の創設な

ど和束ブランドの確立を目指した取組を展開してまいりました。 

 （６）住民・事業者・行政がともに進める協働プログラム 

 景観を活かしたまちづくりの推進とともに、なりわい景観を次世代へ継承するため、

景観条例の制定や文化的景観登録を目指した取組を住民のみなさまとともに進めてま

いりました。 
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 以上のような事業を進め、令和元年度一般会計他６特別会計の決算は、歳入５３億

２,７２８万９,０００円、歳出５１億７,５８３万５,０００円、歳入歳出差引額１億

５,１４５万４,０００円となり、翌年度へ繰り越すべき財源１,８３７万８,０００円

を控除した実質収支額も１億３,３０７万６,０００円の黒字となりました。 

 次ページをお願いいたします。 

 ２．歳入の概要 

 一般会計の歳入総額の対前年度比は、３,５２９万１,０００円（１.１％）の増額

となりました。 

 歳入の内訳については、以下のとおりですということで、単位は円・％でございま

して、主なもののみ報告させていただきます。 

 町税で対前年度増減額が△１,３７０万３,０００円となっております。これにつき

まして主な要因は、所得割で１,１３１万１,０００円、また、固定資産税のほうで△

３０３万８,０００円が主な要因となっております。 

 次に、地方譲与税でございます。２６０万１,０００円の増額となっております。

これにつきましては、新しく森林環境譲与税が入ったことにより、増額となっており

ます。 

 次に、飛ばさせていただきまして、自動車取得税交付金でございます。△５５４万

７,０００円となっております。これにつきましては、昨年は１０月までは自動車取

得税があったわけですけども、１０月１日から廃止になりまして、その関係の減額と

なっております。 

 これに伴いまして、下の環境性能割交付金に変わっておりまして、１０月以降のこ

の税に変わっておりまして、１７１万円が増額となっております。 

 あと、地方特例交付金ですけれども、８４３万９,０００円の増額となっておりま

す。これにつきましては、子ども・子育て支援臨時交付金が交付されたことによる増

額でございます。 
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 その下の地方交付税で１,００９万３,０００円の増額となっております。これにつ

きましては、普通交付税の中で過疎債を発行しておりますので、それの交付税の参入

の関係で増えております。 

 次、飛ばさせていただいて、国庫支出金でございます。２,９１１万７,０００円の

増額となっております。これにつきましては、災害復旧の中で別所の道路災害の地滑

りの関係の補助金の増額が主な要因でございます。 

 次に、下から四つ目で繰入金でございます。これは財政調整基金からの繰入れが主

な要因でございます。 

 あと、繰越金につきましては、これは純繰でございます。 

 諸収入につきましては、１,３１３万６,０００円の増額となっております。これに

つきましては一般財団法人活性化センター、これは東京にあるわけなんですけれども、

これの制度でふるさとものづくり支援事業というのが和束町の活性化センターのほう

に補助金として振り込まれております。それが９３０万円、これが主な要因となって

おります。 

 次に、３番目の歳出の概要でございます。 

 一般会計の歳出の総額は対前年度比では１億９５０万３,０００円、５.３％の増額

となりました。歳出の内訳については以下のとおりですということで、主なものを紹

介させていただきます。 

 総務費で４,４０５万２,０００円の増額となっております。これにつきましては、

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０の更新でございます。それと、あと体験交流センターの耐震のほ

う、これは総務で組んでおりますので、そこの設計費の増額が主な要因となっており

ます。 

 民生費の５,６２４万円の増額につきましては、地域福祉基金の積立てが主な要因

でございます。 

 衛生費の３,５５６万円の増額につきましては、ごみで１,２１４万１,０００円、
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また、し尿のほうで１,３３５万９,０００円の増額となっておりまして、これが主な

要因でございます。 

 農林業費のほうですけれども、これの減額の３,３７８万１,０００円につきまして

は、グリンティの改修事業が元年度はやっておりませんので、それの減額が主な要因

でございます。 

 商工費の６,５８３万５,０００円の増額につきましては、これは湯船マウンテンバ

イクランドの整備が主な要因でございます。 

 災害復旧費で減額の２,１６７万７,０００円出ております。これにつきましては、

農業災害復旧費が大きく減っておりますので、そこら辺が主な要因でございます。  

 次に、性質別でございます。 

 物件費のほうの３,３７５万１,０００円、これにつきましては、先ほど触れました

Ｗｉｎｄｏｗｓの更新が主な要因でございます。 

 補助費等の４,３０５万６,０００円につきましては、町村会の負担金と先ほど触れ

ましたものづくり支援の補助金が主な要因でございます。 

 災害復旧費については、先ほど触れました農業災害関係の減額が主な要因でござい

ます。 

 積立金の４,９２８万４,０００円の増となっております。これにつきましては、地

域福祉基金、先ほども触れましたけれども、それの増額が主な要因でございます。  

 繰出金の２,２８３万８,０００円につきましては、介護保険の保険事業のほうの繰

り出しの増額、あと、直診の増額が主な要因となっております。 

 次、めくっていただきまして、６特別会計の決算状況を示しております。また、こ

れについてはお目通しいただきたいと思います。 

 続きまして、主な施策ということで６つの協働プログラムに基づきまして施策を進

めてまいっております。それの決算状況につきまして、主なもののみ報告させていた

だきます。 
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 和束を担う次世代の協働プログラム、人づくり協働プログラムということで４億８

８万３,０００円、その中の子育て支援で１億５,７５５万６,０００円。主なものに

つきましては、保育所の運営事業で８,２１０万５,０００円、また、一つ飛ばしまし

て、放課後児童対策事業で７５８万８,０００円、それと児童手当給付事業で３,５７

６万４,０００円、これが主なものでございます。 

 下の学校教育、・社会教育スポーツ・歴史文化で２億２,６９８万３,０００円とな

っております。 

 めくっていただきまして、主なものにつきましては、相楽東部広域連合負担金２億

２,２６５万７,０００円が主なとなっております。 

 次に、交流でございます。１,６３４万４,０００円、これにつきまして主なものは、

体験交流センター管理事業８７６万７,０００円が主な事業となっております。 

 次に、住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム５億３２７万７,０００円。ま

ず、人権尊重のほうで３,８２９万１,０００円の決算となっております。主なものは、

人権触れあいセンター運営事業２，７９７万８,０００円が主なものとなっておりま

す。 

 次に、保健・医療のほうで１億１,７７３万３,０００円。主なものにつきましては、

国民健康保険とか事業勘定繰出金４,４１３万５,０００円、また、次ページの国民健

康保険特別会計直診診療施設勘定繰出金２,８００万円が主なものとなっております。 

 次に、高齢者・障がい者支援ということで３億１,７７４万２,０００円の決算とな

っております。主なもののつきましては、後期高齢者医療給付事業５,７１１万７,０

００円、それと、ちょっと飛ばしまして、障害者自立支援給付事業で９,５１１万１,

０００円が主な事業となっております。 

 次、めくっていただきまして、皆保険とか保険事業勘定繰出金９,２５２万７,００

０円、また、後期高齢者医療特別会計繰出金２,４１０万５,０００円、これが主なも

のとなっております。 
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 次に、地域福祉でございます。２,４７８万３,０００円。主なものにつきましては、

社協職員設置事業１,７７６万１,０００円が主な事業でございます。 

 次に、５ページでございます。 

 地域安全４７２万８,０００円、これと同額で交通安全対策事業の決算となってお

ります。 

 次に、安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラム、これに１億８,９９１万

円の決算となっております。主なものにつきましては、情報のほうで７９１万２,０

００円、これは茶源郷行政情報配信事業で同額となっております。 

 次に、道路のほうで１億１,７９２万１,０００円となっております。主な中身とし

ましては、町道拡幅改良事業３,４５４万３,０００円、また、門前・祝橋整備事業２,

９７１万円、それの一番下ですけれども、橋りょう長寿命化修繕事業３,１８０万円

が主な事業となっております。 

 めくっていただきまして、公共交通で３,８５２万４,０００円。主なものにつきま

しては、路線バス対策事業３,７５１万４,０００円が主な事業となっております。 

 次に、住宅でございます。２,１５５万３,０００円。主な事業につきましては、共

同浴場運営事業１,２６３万６,０００円が主な事業となっております。 

 次に、公園・緑地関係でございます。４００万円。これにつきましては、和束運動

公園美化事業、活性化が請け負っている事業でございます。これが同額となっており

ます。 

 次に、自然を守りともに暮らす協働プログラム５億９,２０６万７,０００円という

ことで、主なものにつきましては、まず、防災のほうで１億８,８３７万５,０００円。

主なものは、相楽中部消防組合負担金で１億４,７００万７,０００円、また、非常備

消防費で２,６２１万２,０００円が主なものとなっております。 

 次に、上下水道でございます。２億６３６万９,０００円。主なものにつきまして

は、簡易水道事業特別会計繰出金が５,７６４万６,０００円、めくっていただきまし
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て、同じく、下水道事業特別会計繰出金が１億４,７８７万５,０００円が主な事業と

なっております。 

 森林保全・治山・治水事業でございます。１,５５５万２,０００円。主な事業につ

きましては、野生鳥獣被害総合対策事業で５４４万７,０００円、また松くい虫防除

事業で３９０万８,０００円が主な事業となっております。 

 下のほうですけども、環境・循環資源・エネルギーのほうで１億８,１７７万１,０

００円ということで、主なものにつきましては、じん芥処理費で１億３,５１３万円、

また、し尿処理のほうで４,４１０万２,０００円が主な事業となっております。 

 次に、和束のブランドを高める協働プログラムでございます。１億９,７４０万１,

０００円。主なものにつきましては、農林業費のほうで２,７８４万２,０００円を組

んでおります。農業次世代人材投資資金給付事業で５２５万円、共同製茶等省力化推

進事業ですけれども、４８２万６,０００円、また、中山間地域等直接支払交付事業

で４９３万円が主な事業となっております。 

 次に、めくっていただきまして、商工業のほうで２,５４８万２,０００円の決算と

なっております。主なものにつきましては、雇用促進事業で１,２２９万４,０００円

が主な事業となっております。 

 次に、交流作業でございます。１億１,６７１万５,０００円ということで、主な決

算の内容につきましては、農産物直売所整備事業で１,２７４万５,０００円が主な事

業となっております。 

 次ページのワールドマスターズゲームズ推進事業６,２８６万円が主な事業となっ

ております。 

 次に、１１ページの下ですけれども、新たな産業の創出ということで２,７３６万

２,０００円ということで、主な決算につきましては、茶源郷和束にぎわい創出プロ

ジェクト事業１,２０９万２,０００円、めくっていただきまして、ふるさとものづく

り支援事業で１,０７７万円が主な事業となっております。 
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 最後に、住民・事業者・行政が共に進める協働プログラムで１億８,５７９万２,０

００円となっております。 

 まず、住民参画のまちづくりに１,２２７万１,０００円。主な内容ですけれども、

地域おこし協力隊まちづくり事業に６５２万２,０００円、また、茶源郷まつりの３

００万円が主な事業となっております。 

 あと、情報公開のほうで８６３万７,０００円。主な内容につきましては、文書広

報事業で同額となっております。 

 １３ページでございます。 

 行財政・地域経営のほうで１億３,３８９万４,０００円となっております。主な決

算内容につきましては、電子計算費で６,０１０万円、一番下ですけれども、地方債

繰上償還のほうで５,１９５万１,０００円が主な内容となっております。 

 最後に、広域行政で３,０９９万円ということで、主な内容につきましては、相楽

東部広域連合負担金２,２２６万５,０００円が主な内容となっております。 

 以上、私のほうから報告とさせていただきます。 

 ありがとうございます。 

○委員長（岡田泰正君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時５０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時３７分～午後１０時５０分） 

○委員長（岡田泰正君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 会計課長。 

○会計管理者兼会計課長（瀧村幸代君） 

 それでは、私から、令和元年度の一般会計並びに各特別会計につきましてご説明申

し上げます。 

 議案書の認定第１号をお願いいたします。 
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 認定第１号 

令和元年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町一般会計歳入歳出決

算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１ページ、２ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町一般会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に、朗読により説

明させていただきます。 

 １款町税、３億７,４１３万２,０００円、４億２７７万３４８円、３億８,５６２

万１,９６２円、８５万４,４２０円、１,６２９万３,９６６円。 

 ２款地方譲与税、３,０２５万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ３款利子割交付金、３２万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０

円、０円。 

 ４款配当割交付金、２６５万７,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１４６万４,０００円、調定額・収入済額同額でご

ざいます。０円、０円。 

 ６款地方消費税交付金、５,８６６万８,０００円、調定額・収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、９９８万８,０００円、９９８万８,０３２円、収入済

額同額でございます。０円、０円。 
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 ８款自動車取得税交付金、６８９万９,０００円、６８９万９,７５９円、収入済額

同額でございます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、９款環境性能割交付金１７１万円、調定額・収入済額同

額でございます。０円、０円。 

 １０款地方特例交付金、８８７万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 １１款地方交付税、１６億９０万８,０００円、１６億２，９１８万円、収入済額

同額でございます。０円、０円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、全て０円でございます。 

 １３款分担金及び負担金、７,５２５万８,０００円、７,６３１万４０４円、７,６

０７万１,９１６円、０円、２３万８,４８８円。 

 １４款使用料及び手数料、２,９８６万５,０００円、４,８８３万５,４５３円、３,

１９１万７,３５１円、０円、１,６９１万８,１０２円。 

 １５款国庫支出金、２億６,４１７万５,０００円、２億２,１６８万４,６９８円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １６款府支出金、２億１,２８１万５,０００円、２億９６１万６,５３０円、収入

済額同額でございます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、１７款財産収入、４０万５,０００円、３３万４,０４４

円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １８款寄付金、７４万６,０００円、７４万５,０００円、収入済額同額でございま

す。０円、０円。 

 １９款繰入金、９,０９２万７,０００円、９,０８８万２,８５３円、収入済額同額

でございます。０円、０円。 

 ２０款繰越金、１億５,５５１万１,０００円、１億５,５５１万１,５６９円、収入

済額同額でございます。０円、０円。 
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 ２１款諸収入、６,４３０万８,０００円、５,９８７万６,５７０円、５,３１５万

６,６９１円、０円、６７１万９,８７９円。 

 ２２款町債、４億１,９４０万円、３億１,７６０万円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 歳入合計、予算現額３４億９２８万８,０００円、調定額３３億３,４１８万６,２

６２円、収入済額３２億９,３１６万１,４０７円、不納欠損額８５万４,４２０円、

収入未済額４,０１７万４３５円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に、朗読により説明させてい

ただきます。 

 １款議会費、５,４５９万８,０００円、５,４２１万７,０４６円、０円、３８万９

５４円。 

 ２款総務費、６億８,４４０万６,０００円、６億６,７１０万８,８１８円、９７８

万１,０００円、７５１万６,１８２円。 

 ３款民生費、７億１,２８３万１,０００円、７億５４万６,５６９円、９１４万円、

３１４万４,４３１円。 

 ４款衛生費、４億９,１８１万１,０００円、４億８,８３９万８,５１８円、０円、

３４１万２,４８２円。 

 ５款農林業費、１億６,６５８万円、１億４,５９６万４,７０５円、１,８９０万円、

１７１万５,２９５円。 

 ６款商工費、１億４,０９０万７,０００円、１億２,２２７万９,３４７円、１,７

３１万４,０００円、１３１万３,６５３円。 

 ７款土木費、２億４,２０３万６,０００円、１億６,８５８万８,５２４円、５,３

３４万２,０００円、２,０１０万５,４７６円。 

 めくっていただきまして、８款消防費、１億８,７２４万８,０００円、１億８,４
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４３万９,４１６円、０円、２８０万８,５８４円。 

 ９款教育費、２億２,２６５万７,０００円、支出済額同額でございます。０円、０

円。 

 １０款災害復旧費、１億２,６１１万４,０００円、８,０６６万３,５１０円、３,

６８７万３,０００円、８５７万７,４９０円。 

 １１款公債費、３億７,７５２万３,０００円、３億７,６９９万５,７８８円、０円、

５２万７,２１２円。 

 １２款諸支出金、１万円、１,９２１円、０円、８,０７９円。 

 １３款予備費、２５６万７,０００円、０円、０円、２５６万７,０００円。 

 歳出合計、予算現額３４億９２８万８,０００円、支出済額３２億１,１８６万１,

１６２円、翌年度繰越額１億４,５３５万円、不用額５,２０７万６,８３８円。 

 歳入歳出差引残額８,１３０万２４５円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第２号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第２号 

      令和元年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町湯船財産区特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算。 

 特別会計につきましても、一般会計と同様にご説明申し上げます。 
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 歳入でございます。 

 １款財産収入、２,０００円、３９１円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

  ３款繰入金、３９９万８,０００円、２５０万円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ４款繰越金、５０万円、７６万９６７円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款諸収入、５５万円、５３万６,８９１円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 歳入合計、予算現額５０５万円、調定額３７９万８,２４９円、収入済額３７９万

８,２４９円、不納欠損額・収入未済額ともに０円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、２２万８,０００円、１万５,０００円、０円、２１万３,０００円。 

 ２款総務費、４６２万２,０００円、３４８万６,９３３円、０円、１１３万５,０

６７円。 

 ４款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計、予算現額５０５万円、支出済額３５０万１,９３３円、翌年度繰越額０

円、不用額１５４万８,０６７円。 

 歳入歳出差引残額２９万６,３１６円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第３号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第３号 

      令和元年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 
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                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１億３,２３５万６,０００円、１億５,４９６万８,１６０円、

１億３,４５４万４,３９６円、３２７万１,０４２円、１,７１５万２,７２２円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円、７万７,３００円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ３款国庫支出金、１２万４,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ４款府支出金、４億５,０５９万５,０００円、４億５,０６８万３,０００円、収入

済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款財産収入、１,０００円、５０１円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ６款繰入金、４,４１３万４,０００円、４,４１３万５,３４５円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ７款繰越金、１,３９９万８,０００円、５,０３１万８,１２９円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、８５万４,０００円、１８１万９,５５９円、１７２万３,４０７円、

０円、９万６,１５２円。 

 歳入合計、予算現額６億４,２１６万２,０００円、調定額７億２１２万５,９９４

円、収入済額６億８,１６０万６,０７８円、不納欠損額３２７万１,０４２円、収入

未済額１,７２４万８,８７４円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、４０１万３,０００円、３７６万４,９９８円、０円、２４万８,００
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２円。 

 ２款保険給付費、４億２,８７１万４,０００円、４億２,８６８万８,５５０円、０

円、２万５,４５０円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億７,２７９万４,０００円、１億７,２７９万

２,２１７円、０円、１,７８３円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円、１２０円、０円、８８０円。 

 ６款保険事業費、１,１６３万７,０００円、１,００８万７,５６４円、０円、１５

４万９,４３６円。 

 ７款公債費、全て０円でございます。 

 ８款諸支出金、２,００３万６,０００円、２,００３万４,８０１円、０円、１,１

９９円。 

 めくっていただきまして、９款予備費、４９６万７,０００円、０円、０円、４９

６万７,０００円。 

 歳出合計、予算現額６億４,２１６万２,０００円、支出済額６億３,５３６万８,２

５０円、翌年度繰越額０円、不用額６７９万３,７５０円。 

 歳入歳出差引残額４,６２３万７,８２８円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、令和元年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）歳

入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款診療収入、５,５６３万２,０００、５,７５４万２,８６３円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ２款使用料及び手数料、３９万円、４０万４,５４０円、収入済額同額でございま

す。０円、０円。 

 ５款繰越金、１５９万７,０００円、１５９万７,６４７円、収入済額同額でござい



― 33 ― 

ます。０円、０円。 

 ６款繰入金、２,８００万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ７款財産収入、０円、１４円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、６８８万１,０００円、６９１万６,９６９円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額９,２５０万円、調定額９,４４６万２,０３３円、収入済額９,

４４６万２,０３３円、不納欠損額・収入未済額ともに０円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６,５２１万４,０００円、６,５１３万６５５円、０円、８万３,３４

５円。 

 ２款医業費、２,７０８万６,０００円、２,６９２万９,４７８円、０円、１５万６,

５２２円。 

 ３款公債費、全て０円でございます。 

 ５款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計、予算現額９,２５０万円、支出済額９,２０６万１３３円、翌年度繰越額

０円、不用額４３万９,８６７円。 

 歳入歳出差引残額２４０万１,９００円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第４号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第４号 

      令和元年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 
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                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、７,８３５万３,０００円、９,２４４万３,６５０円、７,

９１６万８,０３７円、０円、１,３２７万５,６１３円。 

 ２款分担金及び負担金、４８５万１,０００円、４８５万２２５円、収入済額同額

でございます。０円、０円。 

 ３款国庫支出金、８,８９４万５,０００円、３,２３２万８,０００円、収入済額同

額でございます。０円、０円。 

 ５款繰入金、５,７９０万５,０００円、５,７６４万６,０００円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ６款繰越金、１,１０６万５,０００円、１,１１５万７,８９６円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ７款諸収入、７,０００円、５１０万９,８３８円、３０万２,１１０円、０円、４

８０万７,７２８円。 

 ８款町債、２億４,９６０万円、８,３２０万円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ９款財産収入、０円、７９円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額４億９,０７２万６,０００円、調定額２億８,６７３万５,６８

８円、収入済額２億６,８６５万２,３４７円、不納欠損額０円、収入未済額１,８０

８万３,３４１円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５,３５１万円、５,１９４万８,６３３円、０円、１５６万１,３６７
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円。 

 ２款施設費、３億４,４０１万９,０００円、１億２,０３３万８４０円、２億４４

６万３,０００円、１,９２２万５,１６０円。 

 ３款公債費、９,２１９万７,０００円、９,１１３万７,１２５円、０円、１０５万

９,８７５円。 

 ４款予備費、１００万円、０円、０円、１００万円。 

 歳出合計、予算現額４億９,０７２万６,０００円、支出済額２億６,３４１万６,５

９８円、翌年度繰越額２億４４６万３,０００円、不用額２,２８４万６,４０２円。 

 歳入歳出差引残額５２３万５,７４９円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第５号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第５号 

      令和元年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町下水道事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２９ページ、３０ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、０円、６０万円、０円、０円、６０万円。 

 ２款使用料及び手数料、２,９７２万７,０００円、３,６００万２,３０８円、３,

０４３万７,４９４円、０円、５５６万４,８１４円。 
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 ３款国庫支出金、１,３３５万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０

円。 

 ５款繰入金、１億４,７８７万５,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ６款繰越金、５８０万８,０００円、５８０万８,１３８円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 ７款諸収入、全て０円となっております。 

 ８款町債、６,７７０万円、５,８４０万円、収入済額同額でございます。０円、０

円。 

 歳入合計、予算現額２億６,４４６万円、調定額２億６,２０３万５,４４６円、収

入済額２億５,５８７万６３２円、不納欠損額０円、収入未済額６１６万４,８１４円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１,７２９万円、１,７２５万６,７４５円、０円、３万３,２５５円。 

 ２款管理費、７,７５２万５,０００円、６,７２７万１,０４９円、９３５万円、９

０万３,９５１円。 

 ４款公債費、１億６,９２７万１,０００円、１億６,９２７万１,３４３円、０円、

６５７円。 

 ５款予備費、３７万３,０００円、０円、０円、３７万３,０００円。 

 歳出合計、予算現額２億６,４４６万円、支出済額２億５,３７９万９,１３７円、

翌年度繰越額９３５万円、不用額１３１万８６３円。 

 歳入歳出差引残額２０７万１,４９５円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第６号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第６号 
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      令和元年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

      いて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町介護保険特別会計歳

入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３３ページ、３４ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１億１,７５９万円、１億２,９４３万２,９２９円、１億２,４４６万

２,８６４円、６３万４,４６５円、４３３万５,６００円。 

 ２款使用料及び手数料、全て０円でございます。 

 ３款国庫支出金、１億６,０５３万４,０００円、１億６,０５３万４,１６５円、収

入済額同額でございます。０円、０円。 

 ４款支払基金交付金、１億７,１３６万８,０００円、１億７,１３６万７,９９３円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款府支出金、９,５６６万７,０００円、９,５６６万６,５３２円、収入済額同額

でございます。０円、０円。 

 ６款財産収入、１,０００円、２４９円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ７款繰入金、９,２５８万８,０００円、９,２５２万７,４０９円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、１,０００円、１５３円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ９款繰越金、３３０万１,０００円、９０９万４,９５３円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、歳入合計、予算現額６億４,１０５万円、調定額６億５,
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８６２万４,３８３円、収入済額６億５,３６５万４,３１８円、不納欠損額６３万４,

４６５円、収入未済額４３３万５,６００円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、９３３万２,０００円、９０１万８４５円、０円、３２万１,１５５円。 

 ２款保険給付費、５億９,７９４万９,０００円、５億９,７８４万９,９８０円、０

円、９万９,０２０円。 

 ４款地域支援事業費、３,０４９万３,０００円、３,０３４万９９８円、０円、１

５万２,００２円。 

 ５款基金積立金、１,０００円、２４９円、０円７５１円。 

 ６款公債費、全て０円となっております。 

 ７款諸支出金、３２７万５,０００円、３２６万４,７６４円、０円、１万２３６円。 

 めくっていただきまして、８款予備費、全て０円でございます。 

 歳出合計、予算現額６億４,１０５万円、支出済額６億４,０４６万６,８３６円、

翌年度繰越額０円、不用額５８万３,１６４円。 

 歳入歳出差引残額１,３１８万７,４８２円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、令和元年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘定）

歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、３０５万４,０００円、３１０万２,５７０円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ２款繰入金、３０２万１,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ３款繰越金、２２万５,０００円、２２万５,６９４円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 
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 歳入合計、予算現額６３０万、６３４万９,２６４円、収入済額６３４万９,２６４

円、不納欠損額、収入未済額ともに０円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５０３万円、４８６万８,４５３円、０円、１６万１,５４７円。 

 ２款事業費、１１４万６,０００円、１１１万１,６８０円、０円、３万４,３２０

円。 

 ３款予備費、１２万４,０００円、０円、０円、１２万４,０００円。 

 歳出合計、予算現額６３０万円、支出済額５９８万１３３円、翌年度繰越額０円、

不用額３１万９,８６７円。 

 歳入歳出差引残額３６万９,１３１円。 

 令和２年９月１０日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第７号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第７号 

      令和元年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度和束町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の４５ページ、４６ページをお願いいたします。 

 令和元年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、４,２１５万５,０００円、４,４２６万３,５０７円、４,２２８万３,

８１２円、０円、１９７万９,６９５円。 
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 ２款使用料及び手数料、全て０円でございます。 

 ３款繰入金、２,４１０万４,０００円、２,４１０万４,６２８円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ４款繰越金、４１万３,０００円、４１万３,１０２円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款諸収入、２９２万３,０００円、２９３万２,９８３円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額６,９５９万５,０００円、調定額７,１７１万４,２２０円、収

入済額６,９７３万４,５２５円、不納欠損額０円、収入未済額１９７万９,６９５円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５４万６,０００円、５２万８,５９３円、０円、１万７,４０７円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、約６,４１４万２,０００円、６,４１４万１,

８９９円、０円、１０１円。 

 ３款保険事業費、４６７万円、４６５万８,５００円、０円、１万１,５００円。 

 ４款諸支出金、６万１,０００円、５万２,１６２円、０円、８,８３８円。 

 ５款予備費、１７万６,０００円、０円、０円、１７万６,０００円。 

 歳出合計、予算現額６,９５９万５,０００円、支出済額６,９３８万１,１５４円、

翌年度繰越額０円、不用額２１万３,８４６円。 

 歳入歳出差引残額３５万３,３７１円。 

                         令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 以上をもちまして、決算書の説明を終わらせていただきます。 

 なお、事項別明細書につきましては、各担当課長から説明させていただきます。 

○委員長（岡田泰正君） 

 総務課長。 
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○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうから、令和元年度歳入歳出決算事項別明細書より説明を続けさ

せていただきたいと思います。最初に、一般会計ということで、１ページ、２ページ

をお願いいたします。 

 なお、歳入のほうから説明をさせていただきますが、主なものの説明とさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 １ページ、２ページ、歳入でございます。 

 和束町一般会計歳入歳出事項別明細でございます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人ということで、収入済額１億３,８４４万７,８７

２円、不納欠損２４万７,２２０円、収入未済額３２０万６,６４７円となっておりま

す。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分ということで、収入済額が１億３,７０

７万３,３０４円、均等割で６００万５,２００円、所得割で１億３,１０６万８,１０

４円となっております。 

 同款、２項、１目固定資産税でございます。収入済額１億９,３７８万４,９９２円、

不納欠損額が４７万６,３００円、収入未済額が９８７万９,４４８円でございます。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分ということで、収入済額が１億９,１１

６万４,２０８円、収入未済額が２３２万５,１９２円でございますが、内訳といたし

まして、土地課税分が５,２５０万８,３００円、家屋課税分が７,５８２万７,２００

円、償却資産課税分が６,２８２万８,７０８円となっております。 

 同款、３項軽自動車税、１目軽自動車税で収入済額が２,０１０万８,１００円、不

納欠損額が１３万９００円、収入未済額が９９万６,８６９円となっております。 

 主な収入につきましては、１節現年課税分ということで、１,９８５万１,６００円

でございます。 

 続きまして、めくっていただきまして、３ページ、４ページをお願いいたします。 
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 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税で収入済額が２,

０４７万４,０００円となっております。 

 続いて、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金で収入済額

が５,８６６万８,０００円となっているところでございます。 

 続いて、７ページ、８ページでございますが、１１款地方交付税、１項地方交付税、

１目地方交付税で収入済額が１６億２,９１８万円でございます。 

 １節地方交付税ということで、普通交付税で１４億４,３７７万９,０００円、特別

交付税といたしまして１億８,５４０万１,０００円の歳入でございます。 

 続いて、９ページ、１０ページ、１３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務

費負担金で収入済額が６,４５７万６,５８８円でございます。 

 主なものにつきましては、１節総務費管理負担金ということで、相楽東部広域連合

職員人件費負担金で５,９００万６,４４３円、京都地方税機構派遣職員人件費で５５

７万１４５円の歳入をさせていただいております。 

 少しめくっていただきまして、１４節使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使

用料ということで、１３ページ、１４ページでございます。収入済額が１,２７３万

２,５７８円。 

 主なものにつきましては、２節住宅使用料で１,０２２万１７８円の収入済額でご

ざいます。収入未済額につきましては１,６９１万８,１０２円。 

 収入の主な内容でございますが、町営住宅使用料８６９万９,２１９円、町営住宅

使用料過年度分で７１万２,１４０円、町営住宅駐車場使用料で６８万７,６００円の

歳入をさせていただいております。 

 続きまして、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金で収入済額が８,６６

７万７,４２６円でございます。 
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 主なものにつきましては、１節社会福祉費負担金ということで、６,２３６万５,４

２８円。 

 内訳といたしまして、国庫基盤安定負担金６２７万１,０６８円、１７ページ、１

８ページでございますが、障害者自立支援給付費負担金４,８９６万１,５００円、ま

た、５４節児童手当国庫負担金で２,４３１万１,９９８円の歳入をさせていただいて

おります。 

 同款、同項、３目災害復旧費国庫負担金でございます。収入済額が５,４５４万４,

０００円。 

 １節公共土木施設災害復旧費負担金ということで、道路橋りょう災害復旧費負担金

４,６１９万５,０００円、河川災害復旧費負担金８３４万９,０００円の歳入をさせ

ていただいております。 

 続いて、２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 同款、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金でございます。収入済額が３,８８

３万８,０００円。 

 主なものにつきましては、３節道路橋りょう費補助金ということで、橋りょう長寿

命化修繕計画補助金ということで２,０１９万２,０００円、また、社会資本整備総合

交付金ということで１,２４４万８,０００円、道路局所管補助金橋りょう分というこ

とで６１９万８,０００円の歳入をさせていただいております。 

 続きまして、２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 １６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で６,８１２万８,１５４円の

収入済額でございます。 

 主なものにつきましては、１節社会福祉費負担金ということで４,８２６万２,９３

６円の収入済額で、内訳といたしまして、国庫基盤安定負担金２,０７６万３,６５４

円、障害者自立支援給付費負担金で２,３９１万２,３２７円の歳入をさせていただい

ております。 



― 44 ― 

 同款、同項、３節老人福祉費負担金ということで、収入済額が１,４２２万１,２２

０円でございます。これにつきましては、後期高齢者医療保険基盤安定負担金という

ことで歳入をさせていただいております。 

 続きまして、３３ページ、３４ページをお願いいたします。 

 １６款府支出金の２項府補助金、２目民生費府補助金で３,６５５万９,８５３円の

収入済額でございます。 

 主なものにつきましては、１節社会福祉費補助金２,５１２万７,３０３円。内訳と

いたしまして、老人医療給付３９２万７,３５０円、福祉医療給付障害者分といたし

まして３２３万５,０００円、隣保館運営等事業費補助金で６７２万１,０００円、ま

た、３５ページ、３６ページでございますが、きょうと連携交付金、高齢者見守りサ

ポートほか３事業ということで３６１万６,０００円の歳入をさせていただいており

ます。 

 また、２節児童福祉費ということで１,１４３万２,５５０円の歳入がございます。

主なものにつきましては、福祉医療給付２２１万７,０００円、子ども・子育て支援

交付金４４０万２,０００円の歳入がございます。 

 続きまして、４１ページ、４２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金で、収入済額が３,６４０万５,７９２円という

ことで、主なものにつきましては、１節農業費補助金２,８１８万２,８９２円。 

 内訳といたしまして、中山間地域等直接支払交付事業補助金３６３万１,７９７円、

茶園環境改善事業補助金４２０万円、共同製茶等省力化推進事業補助金４３８万７,

０００円、農業次世代人材投資資金５２５万円、きょうと連携交付金、和束茶を活か

した新産業創出ほか１事業で６０２万３,０００円の歳入をさせていただいておりま

す。 

 続いて、少しめくっていただきますが、５１ページ、５２ページをお願いいたしま

す。 
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 同款、同項、９目災害復旧費補助金ということで１,５９４万４,９２１円の収入済

額でございます。 

 主なものといたしまして、１節農林業施設災害復旧費補助金ということで１,４２

２万９,９２１円の収入済額でございます。内訳といたしまして、農業用施設災害復

旧費補助金１,１１２万円１,９２６円、農業用施設災害復旧費補助金、施越分という

ことで１８０万１,１４１円の収入をさせていただいております。 

 続いて、少しめくっていただきますが、５９ページ、６０ページをお願いいたしま

す。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金ということで３,２１３

万７,０００円の収入済額でございます。 

 内訳につきましては、財政調整基金繰入金ということでございます。 

 また、同款、同項、２目減債基金繰入金ということで、収入済額が５,１９５万１,

０００円となっているところでございます。 

 ６１ページ、６２ページをお願いいたします。 

 ２０款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で１億５,５５１万１,５６９円の収入済額

でございます。 

 内訳といたしまして、１節前年度繰越金ということで順繰越金が１億２,５８４万

４,５６９円、事業繰越金が２,９６６万７,０００円でございます。 

 ６３ページ、６４ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入の４項の雑入、１目雑入ということで４,７７７万８,８９６円の収入

済額でございます。 

 主なものにつきましては、２節雑入ということで４,３９４万３,１００円。内訳と

いたしまして、プレミアム付商品券販売料４７５万２,０００円、ふるさとものづく

り支援事業補助金９３０万円、６５ページ、６６ページでございますが、ごみ袋代で

３９９万円、京都府市町村振興協会市町村等交付金ということで４１４万１,３６１



― 46 ― 

円、また、６７ページ、６８ページでございますが、保育所広域入所受託料１９７万

７,６８０円、６９ページ、７０ページでございますが、雇用促進協議会事務費負担

金ということで１,２２８万３,２１０円の収入済額でございます。 

 ２２款町債、１項町債、１目総務債で収入済額が６,５５０万円でございます。 

 １節総務管理債といたしまして同額を歳入しておりまして、内訳といたしまして、

過疎対策事業債、路線バス維持管理に係る部分で３,５００万円、同じく、過疎対策

事業債、運動公園駐車場周辺整備事業ということで２,０２０万円の歳入をさせてい

ただいております。 

 ７１ページ、７２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目商工債でございます。収入済額が３,７９０万円でございます。 

 １節商工債で３,７９０万円、これにつきましては、辺地対策事業債、湯船マウン

テンバイクランド整備事業に係る部分でございます。 

 同款、同項、６目土木債で５,９６０万円の収入済額でございます。 

 主なものといたしまして、１節道路橋りょう債で過疎対策事業債（門前橋整備事業）

８４０万円、道路拡幅改良事業３,４３０万円、橋りょう補修事業８３０万円の歳入

でございます。 

 続いて、同款、同項、８目教育債で４,７２０万円の収入済額でございます。 

 １節教育総務債ということで、内訳といたしまして、過疎対策事業債、小学校トイ

レ改修事業ということで１,８００万円、同じく、給食センター空調機器改修事業と

いうことで２,９２０万円の収入済額でございます。 

 同款、同項、９目災害復旧債で１,５８０万円の収入済額でございます。 

 主なものにつきましては、２節公共土木施設災害復旧債１,５７０万円。内訳とい

たしまして、道路災害復旧事業債１,３９０万円、河川災害復旧事業債１８０万円の

歳入でございます。 

 同款、同項、１０目臨時財政対策債、収入済額が５,８８０万円でございます。 
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 歳入合計につきましては、収入済額が３２億９,３１６万１,４０７円、不納欠損額

が８５万４,４２０円、収入未済額が４,０１７万４３５円となっております。 

○委員長（岡田泰正君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時４４分～午後１時３０分） 

○委員長（岡田泰正君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、引き続きまして、令和元年度歳入歳出決算事項別明細書により説明を続

けさせていただきます。 

 ７７ページ、７８ページをお願いしたいと思います。 

 続きまして、歳出のほうの説明をさせていただきます。 

 歳出につきましても、主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、支出済額５,４２１万７,０４６円でござい

ます。 

 主なものにつきましては、議員報酬、また職員人件費等でございます。 

 ７９ページ、８０ページをお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費ということで、支出済額が３億７,

９９８万５,５４０円でございます。 

 主なものにつきましては、職員人件費、また８３ページ、８４ページでございます

が、１３節委託料ということで３,３３５万８,２５８円支出しております。そのうち

電算関係費が１,２９２万５,４３５円、８５ページ、８６ページでございますが、１

８節備品購入費で２,３０７万６,３９０円支出させていただいております。これにつ
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きましては、職員用業務パソコン８６台を入れ替えさせていただきました総合行政情

報ネットワーク機器１,７９４万８,７８６円が主なものでございます。 

 また１９節負担金補助及び交付金ということで４,４５２万６,２６０円支出させて

いただいております。 

 内訳といたしまして、京都府市町村会情報センター負担金が１,８８１９万５５０

円、相楽東部広域連合負担金が２,２１６万８,０００円でございます。 

 続いて、８７ページ、８８ページでございますが、同款、同項、２目企画費という

ことで、２,７５０万２,８０８円支出をさせていただいております。 

 主なものにつきましては、８９ページ、９０ページでございますが、負担金補助及

び交付金ということで、１,２０３万５,７９３円支出させていただいております。 

 内訳といたしまして、茶源郷まつり補助金が３００万円、湯船活性化推進販路拡大

補助金で２９８万円支出をさせていただいております。 

 次に、同款、同項、３目文書広報費でございますが、１,６５４万８,６９７円の支

出済額でございます。 

 これにつきましては、職員人件費、また１３節委託料ということで、茶源郷行政情

報配信システム保守業務委託料１３７万８,２００円、また、１４節使用料及び賃借

料ということで３８６万６,２３２円、これにつきましても、茶源郷行政配信システ

ムサーバー使用料でございます。 

 続いて、同款、同項、４目活性化対策費で４,７７８万５,９７７円の支出済額でご

ざいます。 

 主なものにつきましては、１３節委託料ということで１,８４６万７,４４４円。 

 内訳といたしまして、和束運動公園美化事業委託料４００万円、体験交流センター

耐震補強工事設計業務委託料４３５万６,７４８円、同じく、体験交流センター改修

工事設計業務委託料６０７万１,２５２円が主な内容でございます。 

 さらに、１５節工事請負費で２,３３４万２,１４０円支出させていております。こ
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れにつきましては、主なものが運動公園駐車場整備事業明繰分に係ります工事請負費

２，０２８万５,２４０円支出させていただいているところでございます。 

 ９７ページ、９８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目財産管理費で６,７４４万４,２６６円の支出済額でございます。 

 主なものにつきましては、２５節積立金ということで６,３０９万６７２円支出し

ております。その中で財政調整基金積立金といたしまして６,３０２万４,８７３円支

出させていただいているところでございます。 

 続きまして、９９ページ、１００ページでございますが、同款、同項の１２目交通

対策費でございます。３,８７８万３６０円の支出済額でございます。 

 主なものにつきましては、１０１ページ、１０２ページの１９節負担金補助及び交

付金ということで、３,８５２万４,４４４円支出させていただいております。内訳と

いたしまして路線バス運行維持補助金ということで、奈良交通のほうに３,７５１万

４,４０４円支出をさせていただいているところでございます。 

 同款、２項徴税費、１目税務総務費で２,８９３万６,４５２円支出をさせていただ

いております。 

 これにつきましては、職員人件費、また１０４ページ、また、１９節負担金補助及

び交付金で５０１万５１７円支出させていただいております。そのうち主なものが、

京都地方税機構負担金ということで４８８万１,２２３円支出をさせていただいてい

るところでございます。 

 少しめくっていただきまして、１１５ページ、１１６ページをお願いしたいと思い

ます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で２億８,５５５万４,８６０円

支出をさせていただいております。 

 主な内容につきましては、１２０ページでございますが、１９節負担金補助及び交

付金ということで２,１８４万１,７３４円支出しております。そのうち社協職員設置
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補助金で１,７７６万１,０００円が主なものでございます。 

 さらに、１２２ページの２０節扶助費でございますが、１億２,１０２万７,１８８

円支出をさせていただいております。この内訳といたしまして、主なものが、障害者

自立支援として９,４５３万５,８８８円、自立支援医療給付といたしまして１,０７

８万８,２４９円、２５節積立金では４,００１万６,８０３円の支出がございます。

これにつきましては、地域福祉基金に積立てをさせていただいているところでござい

ます。 

 ２８節繰出金で４,４１３万５,３４５円、これにつきましては国保基盤安定等の繰

出金でございます。 

 １２３ページ、１２４ページでございます。 

 同款、同項、３目老人福祉費で１億９,６０９万２７３円の支出でございます。 

 主なものにつきましては、１２６ページの１９節負担金補助及び交付金で６,２３

２万７,０８８円支出させていただいております。そのうち後期高齢者療養給付費負

担金といたしまして５,７１１万７,１３６円、山城病院組合負担金（介護老人保健施

設事業）といたしまして４１７万３,０００円支出させていただいております。 

 また、２８節繰出金で１億１,９６５万３,０３７円、この内訳といたしまして、介

護保険事業勘定繰出金で９,２５２万７,４０９円、介護保険サービス勘定繰出金で３

０２万１,０００円、後期高齢者医療特別会計繰出金で２,４１０万４,６２８円支出

をさせていただいているところでございます。 

 １２７へし、１２８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費で２,７９７万８,４６９円の支出済額で

ございます。 

 これにつきましては、職員人件費、臨時職員賃金が主な内容となっているところで

ございます。 

 続きまして、１３３ページ、１３４ページをお願いします。 
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 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で５,９５１万４,０４２円の支出でご

ざいます。 

 主なものにつきましては、職員人件費並びに１３６ページの２０節扶助費でござい

ますが、４,６６６万４,３４１円の支出でございます。このうち乳児福祉医療といた

しまして８５０万７,４２１円、児童手当として３,５６０万円支出をさせていただい

ているところでございます。 

 １３７ページ、１３８ページでございますが、同款、同項、３目保育所費で８,６

１７万４,５９５円の支出済額でございます。 

 主なものにつきましては、職員人件費、臨時職員賃金、また、１１節需用費で水道

光熱費・賄材料等１,１４０万５,６５１円の支出をさせていただいているところでご

ざいます。 

 また、１３節委託料で５８７万６,７２０円の支出済額で、これにつきましては、

主なものが和束保育園耐震補強及び改修工事基本計画策定委託料４０７万円でござい

ます。 

 続きまして、少し飛びますが、１４５ページ、１４６ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で６,８４４万７,０５２円の支

出でございます。 

 主なものにつきましては、職員人件費並びに１４８ページの１９節負担金補助及び

交付金といたしまして３,０４７万７,０００円、そのうち山城病院組合負担金といた

しまして２,９２５万２,０００円、相楽郡広域事務組合分担金（休日応急診療所）分

といたしまして１２１万２,０００円支出をさせていただいております。 

 また、２８節繰出金で支出済額が２,８００万円、これにつきましては、国保直診

勘定繰出金でございます。 

 続きまして、１４９ページ、１５０ページをお願いします。 

 同款、同項、４目環境衛生費でございます。２億８４８万３,３５４円の支出済額
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でございます。 

 主なものにつきましては、１５２ページでございますが、２８節繰出金２億５５２

万１,０００円。その内訳といたしまして、下水道事業特別会計繰出金１億４,７８７

万５,０００円、簡易水道事業特別会計繰出金５,７６４万６,０００円の支出をさせ

ていただいております。 

 続きまして、同款、２項清掃費、１目じん芥処理費で１億３,５１２万９,８８４円

の支出済額でございます。 

 主なものといたしまして、１５４ページ、１９節負担金補助及び交付金で１億３,

４２５万２,０００円の支出済額でございます。 

 これにつきましては、相楽東部広域連合負担金となっているところでございます。 

 同款、同項、２目し尿処理費で４,４９４万９,７２６円の支出済額でございます。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで４,３３７万

９,９９６円の支出済額でございます。このうち相楽郡広域事務組合分担金で３,３４

０万５,３７０円、同じく、広域事務組合負担金（し尿券）ということで９１３万７,

７２６円支出をさせていただいているところでございます。 

 １５５ページ、１５６ページをお願いします。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費で３,８２９万７,３０３円の支出済額

でございます。 

 これにつきましては、職員人件費が主な支出の内訳となっています。 

 同款、同項、３目農業振興費、３,６４３万９,０２１円の支出済額でございます。 

 このうち主なものが、１３節委託料で１,２０９万２,０００円、これにつきまして

は、和束茶を活かした新産業創出事業委託料、また１６０ページの１９節負担金補助

及び交付金ということで、２,３５７万９,４５７円支出をさせていただいております。

主なものにつきましては、このうち内訳といたしまして、中山間地域等直接支払補助

金４７９万７,０７５円、農業次世代人材投資資金給付事業負担金５２５万円、ふる
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さとものづくり支援事業補助金１,０７７万円が主なものでございます。 

 続きまして、同款、同項、４目茶業振興費で１,６６４万１,２２３円の支出でござ

います。 

 主なものといたしまして、１６２ページの１９節負担金補助及び交付金で１,５４

４万９,７００円、そのうち出品茶推進委員会補助金として２００万円、茶園環境改

善事業補助金として４６２万円、共同製茶等省力化推進事業補助金として４８２万５,

７００円、晩霜被害茶園対策助成として１１５万２,０００円支出をさせていただい

ているところでございます。 

 続いて、同款、同項、６目農業施設管理費として１,８９９万８,４６９円支出をさ

せていただいております。 

 主なものにつきましては、１６４ページでございますが、１５節工事請負費１,０

６０万円、ガラスハウス移設・改修、舗装改良事業、また、備品購入費としまして３

４９万９,２００円支出をさせていただいているところでございます。 

 同款、２項林業費、１目林業総務費で３,１４９万２,０７７円の支出済額でござい

ます。 

 支出の主なものにつきましては、職員人件費。 

 また、同款、同項、２目林業振興費で２,４３５万５８５円。 

 このうち１３節委託料といたしまして１,７７５万７,６０７円、松くい虫防除委託

料として３９０万７,８８２円、マウンテンバイクコースメンテナンス委託料２７５

万円が主なものでございます。 

 また、１９節負担金補助及び交付金で３２５万９,０５０円、これにつきましては、

有害鳥獣関係事業補助金で２８７万３,２５０円支出をさせていただいております。 

 さらに、２５節積立金といたしまして２７１万５８５円、これにつきましては、豊

かな森を育てる基金積立金ということで積立てをさせていただいております。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で２,６３４万１,７３９円の支出済額で
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ございます。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで２,６１２万

４,７５９円、そのうち商工会助成金が５００万円、プレミアム商品券補助金で６７

７万６,８２６円、和束町雇用促進事務費負担金といたしまして１,２２９万４,００

０円支出をさせていただいております。 

 同款、同項、２目観光費で９,５９３万７,６０８円の支出済額でございます。 

 主なものにつきましては、１７０ページの１３節委託料ということで３,４２６万

７,７６６円、このうち観光案内所管理運営委託料で５１８万３,０００円、広域観光

推進業務委託料で９７９万３,０００円、茶文化情報発信インバウンド観光事業委託

料で４６０万円、マウンテンバイクランド指定管理委託料で２９０万円、ワールドマ

スターズゲームズ市町村実施計画策定委託料として６５８万９,０００円支出をさせ

ていただいております。 

 また、１７２ページの１５節工事請負費でございますが、５,１５６万１,４３０円

の支出済額でございます。 

 これにつきましては、湯船マウンテンバイクランド整備工事ということで５,１４

４万１,２００円支出をさせていただいているところでございます。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で４,１５７万２,８０７円の支出で

ございます。 

 主なものにつきましては、職員人件費でございます。 

 少しめくっていただきまして、１７７ページ、１７８ページをお願いします。 

 同款、２項道路橋りょう費、３目道路新設改良費で１億５４３万４,５７０円の支

出済額でございます。 

 主なものにつきましては、１３節委託料ということで４,６１９万６００円、橋り

ょう点検調査業務委託料として８４４万５,８００円、測量設計業務委託料で１,３９

３万４,５００円、橋りょう補修設計業務委託料で２,３２０万５,３００円。 
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 また、１５節工事請負費で５,３８６万６,８００円、これにつきましては、工事請

負費ということで支出をさせていただいているところでございます。 

 続きまして、１８１ページ、１８２ページをお願いいたします。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億４,７０１万７,０００円の支出済

額でございます。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで、相楽中部消防組

合負担金として１億４,７００万７,０００円を支出させていただいております。 

 次に、同款、同項、２目非常備消防費で２,６２１万２,２４４円の支出済額でござ

います。 

 主なものにつきましては、消防団員報酬４４８万４,０００円、また、８節報償費

として３６８万１,１００円、このうち退職報償金が３６５万９,０００円、また、１

８節備品購入費で６４６万１,４００円、主なものにつきましては、小型動力ポンプ

付積載軽消防自動車を購入させていただきました金額５４２万３,０００円が主な内

容でございます。 

 また、１８４ページの１９節負担金補助及び交付金といたしまして８１１万６４６

円支出しております。これにつきましては、公務災害補償等共済掛金で５８３万７,

４４６円、消防団運営経費補助金といたしまして２０６万９,０００円支出をさせて

いただいているところでございます。 

 続いて、１８５ページ、１８６ページでございますが、９款教育費、１項教育総務

費、１目教育委員会費で２億２,２６５万７,０００円の支出済額となっております。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで、相楽東部広域連

合負担金として支出をさせていただいております。 

 続いて、１０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧

費で１,４５９万８,０８６円支出させていただいております。 

 主なものにつきましては、工事請負費ということで、農業用施設災害復旧工事費１ ,
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３１５万２,１６０円支出をさせていただいております。 

 次に、同款、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう施設災害復旧費でご

ざいます。５,４１９万８,３６６円支出させていただいております。 

 主なものにつきましては、１５節工事請負費ということで５,４１４万６,７８０円、

これにつきましては、道路橋りょう災害復旧工事費として支出をさせていただいてお

ります。 

 また、同款、同項、２目河川災害復旧費で１,０９４万９,０１３円の支出でござい

ます。 

 主なものにつきましては、１５節工事請負費１,０９２万８,６６０円、河川災害復

旧工事費でございます。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金として３億６,３２１万３,１２２円支出をさ

せていただいております。 

 これにつきましては、２３節償還金利子及び割引料ということで町債償還元金で３

億１,１２６万２,１２２円、町債繰上償還元金といたしまして５,１９５万１,０００

円支出をさせていただいております。 

 また、同款、同項、２目利子でございますが、１,３７８万２,６６６円の支出でご

ざいます。 

 これにつきましては、２３節償還金利子及び割引料ということで、主なものが町債

償還利子ということで１,３６６万７,１４３円の支出でございます。 

 歳出合計でございますが、支出済額３２億１,１８６万１,１６２円、翌年度繰越額

１億４,５３５万円、不用額につきましては５,２０７万６,８３８円となっておりま

す。 

 続きまして、１９０ページの実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に説明申し上げます。 

 １．歳入総額３２億９,３１６万１,４０７円 
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 ２．歳出総額３２億１,１８６万１,１６２円 

 ３．歳入歳出差引額８,１３０万２４５円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   １,８２８万２,０００円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             １,８２８万２,０００円 

 ５．実質収支額６,３０１万８,２４５円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は０円で

ございます。 

 １９１ページ以降につきましては、財産に関する調を載せさせていただいておりま

す。後ほどお目通しのほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、１９９ページ、２００ページでございますが、引き続き、私のほうか

らは、令和元年度湯船財産区特別会計 歳入歳出決算事項別明細書を説明させていた

だきます。 

 まず、歳入でございますが、主なものの説明とさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、収入済額が２５０万円で

ございます。 

 これにつきましては、１節財政調整基金繰入金ということであります。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で７６万９６７円。 

 これにつきましては、１節前年度繰越金でございます。 

 歳入合計でございますが、収入済額が３７９万８,２４９円、不納欠損額・収入済

額ともに０円でございます。 

 ２０１ページ、２０２ページをお願いいたします。 
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 続きまして、歳出でございます。歳出につきましても、主なものの説明とさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で支出済額が３１５万８,９５２円

でございます。 

 主な支出につきましては、職員人件費、また需用費で７６万２,４１６円、これに

つきましては光熱費等でございます。 

 続いて、同款、同項、２目財産管理費といたしまして、支出済額が３２万７,９８

１円。 

 これにつきましては、役務費ということで１８万７,２２０円、また、１９節負担

金補助及び交付金ということで９万５,９７０円、森林組合賦課金等でございます。 

 湯船財産区特別会計の歳出合計でございますが、支出済額が３５０万１,９３３円、

翌年度繰越額０円、不用額につきましては１５４万８,０６７円でございます。 

 ２０６ページをお願いいたします。 

 湯船財産区特別会計に係ります実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に説明申し上げます。 

 １．歳入総額３７９万８,２４９円 

 ２．歳出総額繰入総額３５０万１,９３３円 

 ３．歳入歳出差引額２９万６,３１６円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円でございます。 

 ５．実質収支額２９万６,３１６円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円でご
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ざいます。 

 ２０７ページ以降につきましては、財産に関する調を付けさせていただいておりま

す。また、お目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 なお、その他の特別会計につきましては、それぞれの担当課長から説明申し上げま

すので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田泰正君） 

 続きまして、税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、認定第３号 令和元年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳

入歳出決算につきまして、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

 なお、説明は款，項、目及び収入額について主なもののみとさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 まず、２１３ページ、２１４ページ、歳入からでございます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、収

入済額が１億３,４５１万８,９９６円、不納欠損額につきましては３２７万１,０４

２円、収入未済額が１,７１５万２,７２２円でございます。 

 内訳の主なものといたしましては、１節医療給付費分現年課税分で、収入済額が９ ,

２２７万２,９１１円、収納率としては９５.８１％でございます。 

 ２節後期高齢者支援金分現年課税分２,８３５万７,３８９円、９５.８８％でござ

います。 

 ３節介護納付金分現年課税分８９８万９,８７７円、９４.４２％でございます。 

 少しめくっていただきまして、２１７ページ、２１８ページをお願いいたします。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、収入済額が４億５,０６

８万３,０００円でございます。 

 内訳といたしましては、１節普通交付金で４億２,４６１万７,０００円でございま
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す。 

 また、２節特別交付金として２,６０６万６,０００円の収入をしております。 

 収入済額の主なものといたしましては、保険者努力支援分で２０３万１,０００円、

府繰入金（２号分）で２,２０４万４,０００円、特定健康診査等負担金で１８９万円

が主なものでございます。 

 めくっていただきまして、２１９ページ、２２０ページをお願いいたします。 

 ６款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）、２,

３５０万４,１６５円の収入済額でございます。 

 同款、同項、２目保険基盤安定繰入金（保険者支援分）で収入済額が、１,２５４

万２,１３６円でございます。 

 同款、同項、４目出産育児一時金等繰入金１１２万円の収入済額でございます。 

 同款、同項、５目財政安定化支援事業繰入金として収入済額が１７７万９,６８７

円でございます。 

 同款、同項、６目その他一般会計繰入金として収入済額が５１８万９,３６２円で

ございます。 

 ７款繰越金、めくっていただきまして、２２１ページ、２２２ページでございます

が、１項繰越金、１目繰越金で収入済額が５,０３１万８,１２９円、前年度繰越金で

ございます。 

 歳入合計でございますが、収入済額が６億８,１６０万６,０７８円、不納欠損額が

３２７万１,０４２円、収入未済額１,７２４万８,８７４円でございます。 

 続きまして、めくっていただきまして、歳出でございます。こちらにつきましても、

主なもののみということで、歳入と同様に説明をさせていただきます。 

 まず、２２５ページ、２２６ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、３億７,２１２万

７４８円でございます。 
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 また、同款、同項、３目一般被保険者療養費として３３６万４,７７３円の支出を

いたしております。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費として４,９３６万２,０１９

円支出しております。 

 めくっていただきまして、２２７ページ、２２８ページでございます。 

 同款、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金で１６８万円でございます。 

 こちらについては、４２万円の４人分でございます。 

 めくっていただきまして、２２９ページ、２３０ページでございますが、３款国民

健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費分として１

億１,１７９万９,４５４円支出いたしております。 

 また、同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分

として４,１９４万３,６６１円支出いたしております。 

 めくっていただきまして、２３１ページ、２３２ページでございます。 

 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分として１,９０１万８,２４３円支出い

たしております。 

 ６款保険事業費、１項保険事業費、１目疾病予防費として６１９万９,７７２円支

出いたしております。 

 主なものといたしましては、１３節委託料で５４７万１,０１０円、人間ドック検

査委託料として４８４万８,８３０円支出いたしておるのが主なものでございます。 

 めくっていただきまして、２３３ページ、２３４ページ。 

 同款、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費として３７４万９,

６９２円支出いたしております。 

 主なものといたしましては、１３節委託料として３４５万２,４９９円支出いたし

ておりますが、特定健康診査等の委託料でございます。 

 ８款諸支出金、４項基金積立金、１目財政調整基金積立金として２,０００万円を
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財政調整基金へ積立てをいたしております。 

 めくっていただきまして、２３５ページ、２３６ページでございます。 

 歳出合計でございますが、支出済額が６億３,５３６万８,２５０円、翌年度繰越額

は０円、不用額６７９万３,７５０円でございます。 

 めくっていただきまして、２３８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額６億８,１６０万６,０７８円 

 ２．歳出総額６億３,５３６万８,２５０円 

 ３．歳入歳出差引額４,６２３万７,８２８円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計も０円でございます。 

 ５．実質収支額４,６２３万７,８２８円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は０円で

ございます。 

 ２３９ページ２４０ページに財産に関する調をつけておりますので、後ほどお目通

しください。 

 以上、令和元年度の国民健康保険特別会計（事業勘定）についてご説明させていた

だきました。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田泰正君） 
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 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（和賀 聡君） 

 それでは、私のほうから、令和元年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）歳

入歳出決算事項別明細書について説明させていただきます。 

 まず、歳入です。 

 ２４１、２４２ページをご覧ください。主なものの説明とさせていただきます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、収入済額は１,１０３

万１２２円でございます。 

 同款、同項、４目一部負担金収入、８８２万４,７５１円の収入済額でございます。 

 同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入、３,０２１万１,７６６円の収

入済額でございます。 

 次に、めくっていただきまして、２４３ページ、２４４ページでございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２,８００万円の収入済

額でございます。 

 ８款諸収入、２項受託収入、１目健診受託収入、６８７万９,３９４円でございま

す。 

 主なものは、健診等の受託収入でございます。 

 歳入合計ですが、収入済額９,４４６万２,０３３円、不納欠損額０円、収入未済額

は０円となっております。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。主なものの説明とさせていただきま

す。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、６,５０７万７,９２７円の支出済

額でございます。 

 主なものは、職員の人件費等でございます。 

 めくっていただきまして、２４８ページですけれども、同款、同項、同目の１３節
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委託料でございます。３１８万９,９０１円でございます。主なものは、レントゲン

保守点検委託料の５０万３,５８０円、診療所医師派遣業務委託料の１４３万８,８０

０円でございます。 

 めくっていただきまして、２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費でござ

います。２,２３４万１,０８６円の支出済額でございます。 

 主なものは、医療材料費となっております。 

 以上、歳出合計ですけれども、支出済額９,２０６万１３３円、翌年度繰越額は０

円、不用額が４３万９,８６７円となっております。 

 次に、めくっていただきまして、２５２ページ、実質収支に関する調書でございま

す。区分、金額の順に読み上げさせていただきます。 

 １．歳入総額９,４４６万２,０３３円 

 ２．歳出総額９,２０６万１３３円円 

 ３．歳入歳出差引額２０４万１,９００円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源。 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円となっております。 

 ５．実質収支額２４０万１,９００円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 ２５３ページ以降につきましては財産に関する調を載せておりますので、後ほどお

目通しください。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田泰正君） 
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 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、令和元年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

事項別明細書により説明させていただきます。他予算同様、主なもののみの説明とさ

せていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料でございます。１節現年度分

７,７７２万５,３０１円。過年度分１３９万５,２０６円。 

 ２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設分担金でございます。１節施設分担

金（現年度分）でございます。工事分担金として４７８万４,２２５円。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目施設費国庫補助金、３,２３２万８,０００

円。内訳としましては、生活基盤等施設耐震化交付金で同額でございます。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金。一般会計より５,７６４

万６,０００円繰り入れております。 

 ８款町債、１項町債、１目施設債、８,３２０万円。水道施設整備事業債として同

額を繰り入れております。 

 歳入合計でございますが、収入済額２億６,８６５万２,３４７円、不納欠損額０円、

収入未済額１,８０８万３,３４１円です。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。１１節需用費１,５

１３万４,０７５円支出しております。主なものとして、光熱水費５９４万８,５８３

円、修繕費７２１万９,８７０円、おめくりいただきまして、通信運搬費２７４万６,

４１３円、水道施設保険料として２７１万４,６５０円でございます。 

 おめくりいただきまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費でございます。１

億２,０３３万８４０円支出しております。主なものとして、１３節委託料で、統合



― 66 ― 

簡易水道整備工事設計委託料として７３８万９,３６０円、要点管理業務委託料とし

て５０３万８,２００円、１５節工事請負費としまして統合簡易水道整備工事として

１億２７８万６,６４０円でございます。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金、２３節償還金利子及び割引料として償還金７ ,

１８９万６,０３４円。 

 ２目利子としまして、２３節償還金利子及び割引料としまして利子及び割引料１,

９２４万１,０９１円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出の合計でございます。支出済額２億６,３４１万６,

５９８円、翌年度繰越額２億４４６万３,０００円でございます。 

 おめくりいただきまして、実質収支に関する調書でございます。区分、金額で説明

させていただきます。 

 １．歳入総額２億６,８６５万２,３４７円 

 ２．歳出総額２億６,３４１万６,９８１円 

 ３．歳入歳出差引額５２３万５,７４９円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源でございます。 

 （２）繰越明許費繰越額として４万６,０００円。 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 ５．実質収支額５１８万９,７４９円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額について

はございません。 

 次のページからの財産に関する調につきましては、後ほどお目通しのほうをよろし

くお願いいたします。 

 続きまして、令和元年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算事項別明細書の説

明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 
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 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料でございます。３,０４２

万６,４９４円の収入でございます。現年度としまして２,９８０万８,５４０円、過

年度分として６１万３,４９４円でございます。 

 次、３款国庫補助金、１項国庫補助金、１目現年度国庫補助金でございます。１,

３５０万円。社会資本整備交付金としまして現年度事業費国庫補助金として同額１,

３３５万円を頂いております。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。一般会計繰

入金として１億４,７８７万５,０００円。 

 ８款町債、１項町債、１目下水道事業債でございます。特定環境保全公共下水道事

業として１億４,０９０万円、それから資本費平準化債として４,３５０万円。 

 歳入合計でございます。収入済額２億５,５８７万６３２円、収入未済額につきま

しては６１６万４,８１４円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。おめくりいただきま

して、２７節公課費、消費税として２２１万６,９００円を支出しております。 

 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費、５,１６１万７,５８３円。１１

節需用費で光熱水費が３５７万６,５７５円、修繕費として４４４万８６０円。 

 同款、同項、同目の１３節委託料としまして、工事設計委託料２７７万２,０００

円、処理場運転管理等委託料１,９６２万円、汚泥処理・運搬委託料として４８２万

１,６４９円、１５節工事請負費として１,５１８万円。 

 同款、同項、２目管渠管理費でございます。１,５６５万３,４６６円。主なものと

しましては、需用費で光熱水費２２６万７,６０２円、修繕費で２０７万５,１５０円、

おめくりいただきまして、１５節工事請負費で９３５万円。 

 ４款公債費、１項公債費、１目元金、１億６,９２７万１,３４３円。償還金が１億

４,０２７万４,３９３円。 
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 ２目利子としまして、利子及び割引料として２,８９９万６,９５０円。 

 歳出合計でございます。支出済額２億５,３７９万９,１３７円、翌年度繰越額９３

５万円、不用額１３１万８６３円でございます。 

 おめくりいただきまして、実質収支に関する調書でございます。区分、金額、これ

も同様の説明とさせていただきます。 

 １．歳入総額２億５,５８７万６３２円 

 ２．歳出総額２億５,３７９万９,１３７円 

 ３．歳入歳出差引額２０７万１,４９５円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源につきましては、（２）繰越明許費繰越額として５

万円。 

 ５．実質収支額２０２万１,４９５円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額につきま

してはございません。 

 次のページから財産に関する調を載せております。後ほどお目通しのほうをよろし

くお願いいたします。 

 以上、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（岡田泰正君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時４０分まで休憩を取ります。 

休憩（午後 ２時２９分～午後 ２時４０分） 

○委員長（岡田泰正君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、令和元年度和束町介護保険特別会計の説明のほうをさせてい

ただきます。 
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 事項別明細２９７ページ、２９８ページをお開きください。 

 令和元年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算事項別明細書。 

 まず、歳入でございます。款、項、目、収入済額の順に主なもののみ説明させてい

きます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、１億２,４４６万２,８

６４円。 

 １節現年度分の特別徴集保険料といたしまして１億１,７９０万３,６５５円、２節

現年度分の普通徴集保険料といたしまして収入済額５７３万１２０円、不納欠損額０

円、収入未済額が１２４万５,４５０円となっております。 

 また、３節滞納繰越分普通徴収保険料、収入済額８２万９,０８９円、不納欠損額

６３万４,４６５円、収入未済額３０９万１５０円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、収入済額１億９４７万

１,０００円、これにつきましては、１節現年度分介護給付費負担金でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、収入済額４,１９１万７,０００円、これ

につきましても、１節現年度調整交付金として全額収入しております。 

 おめくりいただきまして、２９９ページ、３００ページをお願いいたします。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１項介護給付費交付金、収入済額１億

６,５２７万１,９９３円、１節現年度といたしまして１億６,１８０万１,０００円を

収入しております。 

 おめくりいただきまして、３０１ページ、３０２ページをお願いいたします。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、収入済額９,０８５万円、

１節現年度分といたしまして同額収入しております。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、収入済額７,４７４万

１,２３７円、１節介護給付費分の繰入れといたしまして７,４７３万１,２３７円の

同額を繰り入れております。 
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 ３０５ページ、３０６ページをお願いいたします。 

 歳入合計でございます。収入済額６億５，３６５万４,３１８円、不納欠損額６３

万４,４６５円、収入未済額４３３万５,６００円。 

 おめくりいただきまして、３０７ページ、３０８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらにつきましても、歳入同様、主なもののみ説明させてい

ただきます。 

 １款総務費、３項介護認定審査会費、支出済額５２１万３,３９６円、これにつき

ましては、ページをおめくりいただきまして３０９ページの２目認定審査会委託負担

金といたしまして２２３万１,４７１円支出しております。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、２億１ ,

６３９万８,１１５円、これにつきましては、９節負担金補助及び交付金といたしま

して介護給付居宅の分に使っておるものでございます。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、支出済額２億７,５９１万３,３３５円、

これにつきましても、１９節負担金補助及び交付金ということになっております。 

 おめくりいただきまして、同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、支出済

額２，３４４万１,６７８円、これにつきましても、１９節負担金補助及び交付金で

ございます。 

 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１,３３２万８,６９３円。主なものといた

しまして、１目介護予防サービス給付費で１９節負担金補助及び交付金はいたしまし

て９４３万８,６３１円支出しております。 

 おめくりいただきまして、同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、２３８

万３,８９０円支出しております。主なものといたしまして、１９節負担金補助及び

交付金となっております。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１,６４３万８,１６５円、１目高額介護サービ

ス費といたしまして１,６３３万３,１６６円、１９節負担金補助及び交付金といたし
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まして、これにつきましては一定の負担限度を超える介護費用の支払額の還付に当た

るものでございます。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、４,３８３万７,４７５円、おめくりいた

だきまして、３１５ページをお願いいたします。１目特定入所者介護サービス費とい

たしまして４,３７１万７,５８２円支出しております。これにつきましても、１９節

負担金補助及び交付金といたしまして、施設入所、また短期入所のサービスに係る食

費、居住費の軽減をするものでございます。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１,６０５万５,３４

６円、１目介護予防生活支援サービス事業費といたしまして１,０７１万９,９４９円

支出しております。１９節負担金補助及び交付金といたしまして、これにつきまして

は、総合事業に当たるものでございます。 

 おめくりいただきまして、同款、２項一般介護予防事業費、４７５万４,８０５円、

１目一般介護予防事業費といたしまして１３節委託料といたしまして４６５万７,２

００円支出しております。これにつきましては、介護予防事業をしているものでござ

います。 

 ３２３ページをお願いいたします。 

 支出合計でございます。支出済額６億４,０４６万６,８３６円、翌年度繰越額０円、

不用額５８万３,１６４円。 

 おめくりいただきまして、３２６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書。区分、金額の順に説明させていただきます。 

 １．歳入総額６億５,３６５万４,３１８円 

 ２．歳出総額６億４,０４６万６,８３６円 

 ３．歳入歳出差引額１,３１８万７,４８２円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 
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 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額１,３１８万７,４８２円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円 

 次の３２７ページ、３２８ページにつきましては財産に関する調になっております

ので、後ほどお目通しください。 

 続きまして、令和元年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘定）の歳入歳出

決算事項別明細を説明させていただきます。 

 先ほどの事業勘定と同様の説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款サービス収入、収入済額３１０万２,５７０円。主なものといたしまして、１

節居宅支援サービス計画費収入といたしまして３１０万２,５７０円、同額収入して

おります。 

 ２款繰入金、３０２万１,０００円。これにつきましては、１項一般会計繰入金、

１目一般会計繰入金といたしまして、全額一般会計からの繰入れということでござい

ます。 

 収入合計、収入済額６３４万９,２６４円。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。こちらにつきましても、主なものの

み説明させていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、支出済額４８６万８,４５３円。これにつきまして

は、職員の人件費が主なものとなっております。また、１８節備品購入費で１８８万

８,４４７円支出しております。これにつきましては、地域包括支援システムのパソ

コンを購入したものでございます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１１１万１,６８０円。これにつきまして
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は、１３節委託料といたしまして、介護予防計画の委託料全額でございます。 

 おめくりいただきまして、３３３ページ、３３４ページをお願いいたします。 

 歳出合計、支出済額５９８万１３３円、翌年度繰越額０円、不用額３１万９,８６

７円。 

 おめくりいただきまして、３３６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書。区分、金額の順に同様に説明させていただきます。 

 １．歳入総額６３４万９,２６４円 

 ２．歳出総額５９８万１３３円 

 ３．歳入歳出差引額３６万９,１３１円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額３６万９,１３１円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円 

 私からの説明は以上となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田泰正君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、承認第７号 令和元年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

につきまして、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

 なお、先ほどの国民健康保険特別会計と同様、款、項、目及び収入済額につきまし

て主なもののみの説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 
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 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、２，５７１万４,

８４９円、現年度分でございます。 

 同款、同項、２目普通徴収保険料、１,６５６万８,９６３円、１節現年度分といた

しまして１,６０８万３,０６９円、２節滞納繰越分として４８万５,８９４円でござ

います。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金として２,４１０万４,６２

８円の収入済額でございます。内訳といたしましては、１節事務費繰入金として１５

４万３,０００円、２節保険基盤安定繰入金とて１,８９６万１,６２８円でございま

す。 

 おめくりいただきまして、３３９ページ、３４０ページでございます。 

 ５款諸収入、４項雑入、３目雑入、収入済額が２９２万２,５４０円、１節雑入で

同額でございますが、内訳といたしまして、後期高齢者医療広域連合健康診査事業費

補助金として２３５万１,５０２円、また、特別対策補助金、これは人間ドックに係

る分でございますが、４９万１,０３８円でございます。 

 歳入合計、収入済額６,９７３万４,５２５円、不納欠損額０円、収入未済額１９７

万９,６９５円でございます。 

 続きまして、めくっていただきまして、３４１ページ、３４２ページをお願いいた

します。 

 歳出でございます。歳出につきましても、主なもののみとさせていただきます。 

 まず、２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、

１目後期高齢者医療広域連合納付金、６,４１４万１,８９９円、１９節負担金補助及

び交付金でございます。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、支出済額が４６５万

８,５００円でございます。主なものといたしましては、１３節委託料で４３９万５,

４４０円、健康診査委託料ということで、こちらにつきましては、人間ドックと健診
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事業の分でございます。 

 めくっていただきまして、３４３ページ、３４４ページ。 

 歳出合計でございます。支出済額６,９３８万１,１５４円、翌年度繰越額０円、不

用額２１万３,８４６円。 

 めくっていただきまして、３４６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額６,９７３万４,５２５円 

 ２．歳出総額６,９３８万１,１５４円 

 ３．歳入歳出差引額３５万３,３７１円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円でございます。 

 ５．実質収支額３５万３,３７１円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円 

 以上、令和元年度後期高齢者医療特別会計決算の説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田泰正君） 

 以上で、令和元年度決算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行いますが、委員の皆様にお願いをいたします。 

 質問される委員は、最初に何ページのどの部分かを明確にして質問をしてください。 

 それでは、質疑を行います。 

 小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 
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 では、町長にお願いいたします。 

 主要な施設の成果の説明書に総括の１番、まず、人づくり協働プログラムから６番

のともに進める協働プログラム、中身は副町長が読みましたから大体理解はしている

んですが、協働というのは和束町民の方、和束住民の方々と協働にやるということで

すよね。まず、それをもう一度確認して、そして総括の中の物語を町長の言葉で伝え

ていただきたいと思うんです。 

○委員長（岡田泰正君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 和束町のまちづくりは、第４次総合計画に基づいてきております。そして、先ほど

から財政状況というのは、健全化というのを維持していかなきゃならんのですが、そ

して、財政規模を維持しつつ、総合計画に基づくまちづくりを進めていくと、これが

一つの基本であります。その中で進める主体ですけども、今お尋ねいただきましたよ

うに、住民と協働したまちづくりを進める、それが基本になっております。そして、

項目は総合計画にうたわれているとおりでありますが、まずは、和束町の生きがいの

あるまちづくりを住民と共につくり上げていく。それには、それぞれ項目があります。

違う角度から申し上げておりますけども、それぞれの産業、生業を守る、そして福祉、

そして当然教育、子育て、こういった重点的な項目があろうかと思います。そういっ

た内容について住民の皆さんと一緒にまちづくりをする、これが基本であるというふ

うにご理解いただけたらありがたいなと。項目についての総合計画は重複しますので、

省いて、簡単に申し上げますと、そういうことでございます。 

○委員長（岡田泰正君） 

 小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 項目的の中身にも入っていただきたかったんですけれど、では、町長、令和元年度
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のこれはやり切った、ちょっとまだ足らないというような思いのところはございます

か。それと、令和元年１月ぐらいからコロナの関係でいろんなことが止まってきてい

ると思うんです。協働のプログラムの中でストップしていることがあると思います。

その辺のところはどうですか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 先ほど答弁させていただきましたように、一番印象に力を入れた、意識が残ったま

ちづくりというのは、子育てにやさしいまちづくりというのは大きな特徴として残っ

ているだろうなと思います。基本的には、総合計画でいいますと、特にその辺につい

ては細かく見させていただいたというんですか、意識が残っております。 

 それと、今、言われましたように、コロナの問題は出てきましたけども、正直なと

ころ、住民との協働とか、もう一つは、茶源郷という中では、活力と交流というのを

うたっています。これが一つのキーワード。特に，ご案内のとおり、和束町はインバ

ウンド観光というのが上昇してきた。多くの方が和束町を訪れる。そして、外国から

も、町内外からも多くの方が来ていただいた。そして、和束町のまちづくりを活性化

してきたと、これが近年進めてきた方向なんですが、ご案内のとおり、コロナの感染

が出てきて、ここが止まってしまった。この辺がコロナと和束町のまちづくりとの大

きな影響であろうかと思います。 

 それと絡めて、コロナの影響は非常に大きい問題であります。私、先ほど生業と、

産業は大きな和束町の一つとして挙げておりましたが、この産業においては、ご案内

のとおり、非常に大きな影響が出てきたと、こういうことで、これは本当に今まで予

期しなかった多方面で大きな影響が出てきました。 

 しかし、基本的なところのまちづくりというのは、そういうことをきちっと置いて

ですね、遅れたところは遅れて整理しながら、また、やっていかなきゃならんだろう
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と。また、それに加えていろいろと検討はしていかなきゃならない問題があります。

いわゆる、よく言われておりますのが、観光の面ですけども、外国から入ってきてい

ただくには、それだけで当てにしているというわけにはいかないから、マイクロツー

リズム、ツアーですね、そういう方向に変わってきたというように述べられる方もあ

ります。 

 そういう意味で、和束町のまちづくりも一定、和束町の中で循環させるということ

も大事だろうと。コロナでもう少し大きく変えていくということは影響が出ているだ

ろうと思います。そういう意味で、今後のまちづくりは非常に私は大事なまちづくり

であろうかなと、こんなふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 今の説明でもよく分かるんですけれど、そしたら町長、令和元年は主要な施策の説

明の中でやり切った。これは１００％、１２０％ちゃんとやり切っているんだという

ような自分での評価でありますか。それとも、先ほど言ったように、まだ少しここを

やり直していないかんし、これも残っているかも分からん。次にまた令和２年、これ

をもっとやっていかないかんとか、そんなことはあるんじゃないですか。ないですか。

令和元年度のときには１００％やっているから、また、これに新しいものを付け加え

てこれからまたやっていかないと駄目だとか、そういうような考えですか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 行政に携わらせてもらって気づいたことなんですけども、私が一番大事にしており

ますのは、年輪行政。木でいうと年輪が１年１年大きく太っていくと、こういう行政
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が大事だと。和束町も１年１年まちづくりをすることによって大きく前進していく、

こういうまちづくりになっていかなきゃならない。そういう意味で、和束町のまちづ

くりはこれで終わったということはないであろうと。 

 今、申し上げましたように、大きな課題はたくさん出てきます。課題というのは、

申し上げるまでもなく、たくさんの課題が出てきます。大きく言えば、それぞれ計画

にあるんですけども、今、言われましたように、そこへコロナの問題がありました。

このコロナと絡めて今どう影響を少なくするか。まさに今、私は、総合計画よりコロ

ナの影響下でどうまちづくりを元に戻すか。そして、さらに発展的に行く軌道にどう

のせていくか、こういったことが非常に大事であるわけで、そういうときにこれで終

わりということはない。常に年輪の行政のよう、それぞれの課題がありますので、そ

の課題解決に向けて、一つ一つそれをすることによって、繰り返しますが、木が太く

なるように、一つ一つ和束のまち前進していく、まちづくりが進んでいく、こういう

ことであろうと思います。これは何年たってもこれで終わりということはないであろ

う。新しい年輪をつくり上げていくと、こういうことであります。 

 木が枯れないようにやることが大事だと。そのときそのとき何をやらなきゃならん

か。間違いのないやり方というふうに努めていく努力はしていかなきゃならんという

ように思っております。 

 そういう意味で、こうして議会から皆さんの協力をいただきながら、そして、住民

と協働しながら進めていくというのは非常に私は大事なことであろうというふうに感

じております。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 では、町長、令和元年度はこのぐらいでよしとすることだと思うんですけれど、令
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和２年度になったら、今までは令和２年度ですから、コロナの最中で非常に経済的に

も大変なたくさんの方がいらっしゃいます。そして、また、今も言っているインバウ

ンドで観光のことも全然止まってしまっていると。それでもいつまで続くか分からな

いコロナですから、早く終息するのは日本の経済、そして世界の経済に対してもいい

ことだと思うんですけれど、今、先が見えている状態ではないと思うんです。そうで

あれば、コロナになる前にも、町長、私は一過性のインバウンドとか、そういうこと

ではあまり世間が騒いでいるから、それに乗っかってやったろかいなと、そういうよ

うなことじゃなく、やはり長い目でやっていって、そして１０年、２０年先のことを

考えながら、本当はもっと３０年、５０年、１００年単位のことでやっていかないと

駄目だと思うんですけれど、この見直しとか、そういうところは考えておられますか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 基本的に、第４次総合計画を進めて最終年度を迎える。だから、それに合わせて次

は第５次総合計画をつくると、こういうことに第４次総合計画に評価を入れて、そし

て今後のまちづくりはどうあるべきか、これは住民のそれぞれの皆さんとご審議をい

ただきながら、これも住民と共につくり上げていくと、こういうことであろうかと思

います。 

 先ほどインバウンドが一過性だというご質問の内容であったんですが、正直なとこ

ろ、インバウンドで申し上げますと、和束町がインバウンドを取ってきたんじゃなし

に、国の施策の中にインバウンドという経済効果を取り入れた方針が出されているわ

けですから、そういった国の方針も入れながら和束町のまちづくりも進めてきたと。

これまでから和束町の総合計画というものを大事にしながら、さっきも言ったように、

それを一歩一歩年輪のごとく大きくしていくためにも、これだけの小さな財政規模で
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は大きく前進しません。やっぱり国の施策、府の施策というものを念頭に入れながら、

そして、そのときの地域づくり、まちづくりを進めていかないとなかなかいかない。 

 そういうことを考えますと、このときには国のほうでもインバウンドというのは非

常に大きな視点を持って国の国政も進めておられました。そういう時代の中で和束町

も取り上げてきたと、こういうことであります。 

 これはこれだけやなしに、ほかにもたくさんありました。いろんな国の流れという

のが出てきています。これからはコロナが終息するわけではありませんから、言われ

ておるのは、アフターコロナとウィズコロナと言われております。そういうことでい

きますと、そういう社会の中でいかに経済活動をするべきか、そして、和束町の農林

業、基幹産業としてのまちづくりを進めていくか、これであろうと思います。そうい

うことをどうしていこうかというのは、先ほどの住民の協働、農家の皆さん、住民の

皆さんとも十分協働しながら、そして国・府とも連携しながら進めていく、これが大

事だろうというように思っております。 

 そういう意味では、今まで取り組んできた第４次総合計画の評価を大事にしながら、

第５次総合計画がこれからを見据えたまちづくり、この５次については非常に大きく

和束町も変わります。基盤でいいますと、住民の長年の夢でありました犬打峠のトン

ネル化というのが非常に見据えてきます。これと比べまして、安全安心・経済・基盤

整備から全て変わります。こういうことを見据えたまちづくりも大事だろうと思って

おります。そういう方向がこれからの大きな課題でありますし、留意点だというよう

に考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 成果の説明の質問はこれぐらいにさせていただきまして、次に、決算審査意見書の
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中から、２ページの６番目の審査の結果の報告を監査委員の方から受けているんです

けれど、まず、基金の講評も全部確実に、効率的に行われていると認めるということ

ですから、監査のお二人の意見に間違いないと思っております。 

 そして、質問の回数も５回目になっておりますので、それを一遍にやれば私はいつ

でもその上のほうから、７回目から８回目ぐらいで、次の方どうですかと言っており

ますので、私もなかなかあれなんですけれど、あまりたくさんしたら大変なので、使

用料及び負担金の住宅使用料の現年度分の収入ということですが、その辺のことは担

当の課長にお尋ねしたいと思います。 

 次に、１２ページの簡易水道の元利償還金の増加傾向にある。厳しい経営状況とな

ることが予想されるということですが、そしてまた、コロナで今回１,６５０円です

か、基本料を４か月間、町民の方々から使用料を頂戴しないということですので、そ

の辺のところもあって、非常に大変な経営状態になってくると思うんです。 

 そしてまた、見直しも検討しないと駄目なんですけれど、町民の方に理解していた

だけますかね。やっぱり１,６５０円やるぐらいの余裕があるから、やっぱりコロナ

みたいなことになったら何とか国のほうからの補助金も来るわ、交付金も来るわ、そ

したら町もまた何とかやってくれるんやないかな。最初、岡本議員が質問されたとき

に、うちはそれだけする余裕もございませんしと言ってけんもほろろに断っておられ

たのが、馬場課長、朝令暮改みたいにすぐころっと変わられて、４か月間やらせてい

ただきますと、そういうことを言われるんでしたら、もう少し岡本議員の質問のとき

に幅のある答弁をしていただければよかったなと思うんですけれど、どうですか、そ

の辺のことも質問しておきますから、答弁のほどお願いいたします。 

 次に、１６ページの財政力指数は若干悪化していると。依然硬直化が見られると。

町長、これはいつでも監査委員さんから指摘されております。もう少し健全な町の運

営をしないと、私、前にも言いましたように、町長が就任された頃は大変な財政でし

た。それを一度また立て直し、そしてまた健全経営に持っていかれて、また、それが
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いつの間にかこんなことになっている状態だということは、いつかまた来た道という

感じなんですけれど、やはりこれももう少し直していただかないと、将来にわたって

禍根を残すことだと思っておりますので、この辺も考え直してもらわないと駄目だと

思っております。 

 そして、起債の発行の抑制にも努めるということも言っておられます。あまり借金

に頼ったら、ただじゃないんですから、返さないと駄目なんですから。そしてまた、

うちのような小さい町の中で借金を重ねていくということは非常に無理が起こってく

ると思います。その辺もよろしくお願いいたします。 

 そしてまた、次に、財源の確保と事業の執行ですね、滞納のことを真ん中ぐらいに

書いてあるんですが、悪質滞納者に対しては住宅の明渡しや給水停止処分、いろんな

ことを条例に基づき適切な対応を講じられたいということですが、これは馬場課長の

ところの関係ですね。それと、税の徴収しているところの関係の課長もこれは答弁し

てください。 

 ということで、走りましたけれど、順番に私が言いました関係の課長、そしてまた

町長、よろしく答弁のほどお願いいたします。 

○委員長（岡田泰正君） 

 まず、建設事業課長、答弁をお願いします。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えをさせていただきます。 

 まず、住宅の使用料でございますが、昨年につきましては、ほぼ全入居者の住宅の

使用料を頂いております。一応、昨年１年間かかりまして、現年につきましては徴収

をほぼさせていただいたというのが現実でございます。 

 ただし、徴収率につきましては８９％という数字が出ております。これにつきまし

ては、先ほども小西委員が言われましたとおり、退去処分という処分を取らせていた

だきまして、この３月いっぱいで住宅を出ていただいております。この関係で今年度
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もその状態を続けたいというように思っておりますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 それと、水道料金の関係でございます。水道料金の改定につきましては改定する方

向で事務は進めております。確かに、今回のコロナの関係で４か月間免除ということ

をさせていただきました。これにつきましては、当初なかった中に水道料金と公共料

金の部分を交付金として見ていただきました。これがあったので今回それを対応させ

ていただいた。確かに、今年の４月の臨時議会等ではそれがまだ見えてなかったので、

答弁としては現行考えていないということで答えさせていただきましたけども、要綱

が出ましたので、それは活用させていただいたと。 

 先ほど小西委員が言われましたとおり、住民に関してはこういう交付金がまた来る

んじゃないかという期待感もあるかも分かりません。あった場合につきましては、う

ちとしても、そのときにはその対応ができるような方法も考えたいと思っております。 

 それと、最後ですけども、確かに料金改定につきましては、かなり起債が増えてお

ります。本年度は何とか行けるというところで抑えているんですけども、令和３年度

からは全然賄えないと。水道料金につきましても９９.９％の現年の徴収を行いまし

た。ただ、昨年度の徴収額が９９.７％ぐらいで止まったんですけども、このときよ

りも約１,０００万円、水道料金が落ちています。これは確かに水道の水の使用料が

確実に減少しているという状況の中で、水道収入が上がってこないというのが現実に

ございますので、このあたりは住民の方の理解を得ながら応分の負担を今後ご協力を

お願いしたいというような形で説明させていただきたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 続いて、総務課行財政担当課長。 

○総務課行財政担当課長（藤原秀太君） 
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 それでは、小西委員の財政状況の質問につきましてお答えさせていただきます。 

 小西委員がご指摘いただきましたとおり、我が和束町の財政状況につきましては、

先ほどおっしゃられた経常収支比率、義務的経費の割合ですね、こちらにつきまして

も昨年よりも悪くなっておりまして、現在９８％。また、自主財源が乏しい本町にお

きまして財政力指数は０.２１２と、府内でも下のほうでもございます。また、起債

の残高、借金の残高のほうにつきましても３０億円を超える金額を一般会計で残って

おりますので、このあたりにつきましても、今後、財政状況をにらみながら安定した

町の財政運営をしていかないといけないと思っております。 

 今後、こちらに書いてありますとおり、総合保健福祉施設の整備ですとか、橋りょ

うの整備という大規模なプロジェクトも見込まれておりますので、現在もそうなんで

すが、なるべく有利な過疎債ですとか、防災減災事業債といった後年度に交付税措置

があります有利な起債等も活用しながら、なるべく安定した町財政を維持していくと

いう観点で財政状況を維持していきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 続きまして、税住民課長、答弁。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 小西委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、滞納の事案につきましての処分につきましては、広域連合であります京都地

方税機構の業務となっております。その京都地方税機構では、滞納事案個々に納税者

の事情を意にしておることから、それに応じた処分をしておるということでございま

す。 

 特に、納税の意思があるかどうかということが重要なポイントとなっておりまして、

資力がありながら納税しない滞納者につきましては厳正な滞納処分を行う。納税の意

思はあるけれども、資力がないという滞納者に対しましては、執行停止等を含めて徴
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収の猶予を行っておるところでございます。 

 その流れの中で、先ほどございました滞納処分の一つとして差押えというのがござ

います。平成３１年度の差押えの実績でございますが、期別の数としては２,０４２

件ございます。人数として５７人に対しまして差押えといいますか、競売等にかけた

結果、その配当が３８１万６,３２０円ございました。また、差押えを解除していた

だくために納付される場合がございます。そちらのほうが１,５２７万７,９２２円と

いうことで、合計１,９００万円余りの税金として入ってきたということがございま

す。これが差押えの効果かなというふうに思われます。 

 以上です。 

○１０番（小西 啓君） 

 委員長（岡田泰正君） 

 町長、財政指数とか、そういった硬直化の問題についてまとめていただけますか。 

○町長（堀 忠雄君） 

 先ほど課長のほうからも答弁がありましたけども、和束町の大きな特徴というのは、

やっぱり経常収支比率が非常に悪い。当初悪かって、一時８０％台に来たんですけど

も、２９年度あたりから９６％、この決算年は９８％ぐらい来ているんじゃないかと。

それともう一つは、これが基準になりますと、財政規模ですね、これはまた少しです

が落ちてきています。 

 そういう中で、先ほども出ておりましたように、公債費というのは、本当は５億円

から占めているときもたくさんあったと思いますが、今、３億７,０００万円ですか、

そういう努力はしてきております。 

 こういう中で、やらなきゃならん課題というのはあります。その事業を計画的に進

めていかなきゃならない問題もあります。そのときは、先ほど言いましたように、優

良起債とは言いませんけども、辺地債とか過疎債とか、交付税に見てもらえる、そう

いう事業を入れていく。そして、この公債比率というのは、そのときありますのは、
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私は単年度で見るんやなしに長期に見て、少しその辺は置いて考えていかないと、単

年度で振り回されてしまったら和束町の課題解決に向けたまちづくりにビビります。

今、和束町は何年か財政規模を見てきております。 

 今、小西委員が言われますように、少し財政規模そのものが落ちて横ばいというん

ですか、そうなってきているのに経常収支比率が上がっていくだろう。公債費も落と

している割に厳しくなってくるだろう、そういう状況にありますので、先ほど課長が

言いましたように、非常にその辺のやらなきゃならん事業というのは進めていかなき

ゃならない。そのときには優良起債を十分やっていく。そのときは単年度で少し増え

るか分かりませんが、長期でまた元へ戻る。こういうことだと思っております。 

 元年度より今年、これもどこへ行くのか、１００行くのか、その辺が心配なところ

はあるんですけども、そういう意味では、和束町のまちづくりが一つ一つ大きく前進

して残していくと、こういうことであると思います。 

 それと、もう一つは、財政と関わっている話であります。国の動きが財政と金融が

変わりましたね。コロナからプライマリーバランスというのがあまり言わないで、金

融をどう回していこうかと。この時代に合った金融を回すときに、和束町のまちづく

りも乗らないといかんと。そして、長期の経済体制、財政力を見ながら、プライマリ

ーバランスはあまり言われない。金融のほうが大きく主導権を握ってくる。そのとき

に和束町の大きな課題を解決していくということも大事だろうと思います。国の大き

な流れを見て取り組んでいくことも大事だと思います。 

 そういう意味で、先ほどありましたように、国の流れ、府の流れ、町の流れ、そし

て和束町の財政の実態、ここを見失わず、きちっとやっていくことが大事だと。ビビ

りながら、そして、ビビらんとというんですか、正しくビビって、ビビりながら進め

ていかなきゃならんというような和束町の財政状況だと思いますので、そういう意味

では、私は、長年続いたんは、健全化の範疇内に入っているというふうにご理解いた

だけたらありがたいです。 
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○委員長（岡田泰正君） 

 小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 答弁いただきました。 

 馬場課長、滞納整理をやっていただいているということはよく分かっておりますが、

さらなる努力を職員の皆さんと一生懸命やっていただきたいと思いますので、数字を

期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 そしてまた、町長、副町長以下課長の皆さん、監査委員さんの１８ページ、７番、

終わりに、この文章をよくかみしめて、これから一生懸命、和束町のことを進めてい

ただきたいと思います。私たち議員は、この文章に基づいて一生懸命監視させていた

だきますので、そのことを忘れずによろしくお願いいたしたいと思います。 

 そして、もう６回目、そしてまた３０分になりました。令和元年度の歳入歳出決算、

事項別明細書の中で不納欠損が出ております。明日またこれを聞きますので、総務課

長、税住民課長、福祉課長、三つのところから不納欠損が出ております。いつから滞

納されて、どうして、なぜ不納欠損しないと駄目かということを明日説明してくださ

い。明日一番に質疑に立ちますから、明日までに出してきてください。よろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 それでは、私のほうからは、まず、意見書の中から１７ページ、これは毎年いつも

言っていることなんですけども、基金管理等の中にアグリビジネス株式会社の株式１

８０万円が会社の実態がなく資産価値が疑わしいので、取扱いについて検討する必要

があるというふうに毎年同じような指摘がされていると思います。そういった会社の
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実態がないような、また資産価値が疑わしいような、そういうものがずっと決算のた

びに同じような指摘を受けて残されているというのはどういうことなのか。実際、令

和元年度の中で取扱いについてはどのような検討が行われて、今現在どのような方向

性があるのか、ここをお聞きしておきたいというふうに思います。 

 それと、もう１点は、８ページの湯船財産区特別会計の関係ですけども、決算の事

項別明細を見て同じようなんですけども、いわゆる数年後には基金の枯渇が迫ってい

るため、抜本的な改革を早期に実施する必要があるというふうに指摘されております。

確かに、９５２万円しか基金がないという中で、基金から大体２５０万円ぐらい毎年

繰り入れて予算が成り立っているという状況がある中で、こういった指摘に対して、

今後、湯船財産区の会計についてどのような方向を考えておられるのか、その辺をお

願いしたいと思います。 

○委員長（岡田泰正君） 

 町長、答弁。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 最初に、アグリビジネス株式会社の件です。 

 確かに、今、岡本委員がご質問されるように、いつまでも置いておくというのはい

かがなものか。このところについては私も同感な意味を持ちます。 

 ただ、そこでそういうふうに思いつつも、これはなぜ落とせないかといいますと、

このアグリビジネスが決算でもって届けて、登記書で決算で倒産が明らかになれば、

これはその時点で不納欠損で落とせると思います。残っているというのは決算をされ

てない、会社の謄本もそのまま残っておる、このところをどうするか。そのところの

やり方を弁護士とも相談しながら対応していかなきゃならない。 

 いわゆる法律に抵触するところもありますので、今も質問がありますように、その

辺を十分照らし合わせる。これは倒産してくれると簡単であるわけなんです。だから、
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倒産とみなせる期間がどうなんだろうか。もうみなせていいんだろうか、ここだろう

と思いますので、ここのところを弁護士に相談するべきだろうかなと。法的な面を指

導いただくことが大事かなと。 

 残っているというのは落とせないと、こういうことなんです。本当に実態がないと

いうのは私も見ておりますが、これは登記上の問題がそうなっているのかなと、この

ように思っております。その辺のところ、今、ご質問をいただきながら、そういう方

向で、正しいかどうか、私も急だったもんですから、そういう方向で理解しておりま

すので、そういうことでご理解いただきたいなと思います。 

 それと、次の財産区の問題です。 

 この財産区というのは、ご案内のとおり、これは合併するときに湯船区との財産区

協議に基づいて財産区会計を設立しております。果実でもって運営していただく。そ

の中で財産区住民の福祉増進に充てるということが協議の中でうたわれているわけで

すから、それに基づいて基本的に考えていく。 

 ところが、財産区住民に充てる果実がなくなってきたと、その辺のところは、今、

岡本委員のご質問で心配されているところだと思いますが、この財産区というのは一

つは議会も設けておられます。そういう中で議論をされると思いますので、まず、ど

う議論されるのか、そこはまずは見守りたいな。 

 ないからといって、こっちから持っていくのは果実でありませんから。繰り出しと

か補助ではそれはできませんから、財産区の福祉増進はその果実でもって運営します

が、果実が出てこなかったらどうなのか、そこは財産区議会の中で十分協議していた

だく。その協議の内容を見守らせていただくと、こういうことでご理解を。私のほう

からさきに言ってしまうというのも変な話になりますので、財産区協議に基づいた進

め方をしていきたいなと、このように思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田泰正君） 
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 岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 アグリビジネスの関係については、多分、昨年も同じことを言われたと思います。

弁護士に相談して、倒産しているのかしていないのかみたいなね、実際そういうこと

だと思いますけども、ただ、そういう意味では、この１年間何も動いてないという状

況がありますので、やはりこういったことは正常か不正常かと言われたは不正常だと

いうふうに言えると思いますので、そこはやはりいろいろ難しい問題があるのかもし

れませんけれども、いつまでもこういった指摘がないように対応いただきたいという

ように思うんです。 

 それと、湯船財産区については、もちろん言われますように、財産区のほうで運営

について今後どのようにされていくかということが自主的な部分で議論されるべきだ

というのは、私もそう思いますけども、ただ、町の特別会計として議会としても認め

ている以上は、これがそういう状況の中でどういう方向になるのかということは大変

大事な問題ですので、そこは町としてもそういった議論も見ていただきながら、この

議会でもそういった方向性が出せるようにしていただきたいというふうに思うんです。 

 そして、湯船財産区の関係は、そういうこともあって見てたんですけども、これだ

け確認しておきたいんですけどね、事項別明細の２０３ページですけど、湯船財産区

特別会計の財産管理費というのがありますね。そこの項目の中に賃金、需用費という

のが大体毎年３７万５,０００円、それから需用費５万円というのが計上されてます。

しかし、見てますと、ずっと不用額になって落とされているんですね。執行されてな

い。これはどういうことなのか、それだけ説明いただけますか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 お答えさせていただきます。 
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 岡本委員からありましたように、本来、湯船財産区の業務という中で、目でも上げ

させてもらっていますように、湯船財産区が管理されている森林の管理ですね、この

部分について、一定、人を雇って対応するということで予算を上げさせてもらってい

るんですけども、現在、財産区と兼務の職員が１名おりますが、その１名が対応して

いるということで、支出についてはないということでございます。 

 また、実際、山ですけども、ある程度大きくなってきておりまして、以前は下刈り

を含めまして対応をしておったんですけども、現在のところはその必要がないという

ことで、必要に応じて執行するという形で予算が組まれているものでございます。  

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 そこは分かりました。 

 それでは、次に、同じ意見書の１７ページ。 

 先ほども若干触れられておりましたけども、財源の確保と事業の執行というところ

がありますが、いわゆる徴収努力について一定の評価がこの意見書を通じてされてい

るわけですけども、この中でこう書いてありますね。「今後も徴収努力を続けられる

とともに、税機構任せとにすることなく、随時、状況の把握に努め、移管前に適切な

措置を講じられるようされたい」というふうに書いてありますね。 

 担当課長にお聞きしておきたいと思うんですけども、ここに税機構任せにすること

なくというふうに書いてあるっていうことは、要は、税機構任せにしているというふ

うに評価されているということだと思うんですね。要は、滞納といいましても、いわ

ゆる現年分につきましても、１期、２期、３期の納入期日が過ぎて何日か経ったら、

それも滞納になっていますよね。それで税機構に送られるという扱いになっています

けども、滞納案件について税機構任せにしていると評価されているというふうに担当
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課として自覚されているということでよろしいかというのを確認しておきたい。 

 あとは、ここに「移管前に適切な措置を講じるようにされたい」と書いてあります

けど、これは担当課としてどのようなことを言っておられるのかというふうに理解さ

れているのかというのを確認したいと思うんですが、私は、先ほど来、もちろん徴収

の努力をいただくこと自身は大事なことだと思います。税金、何にしても、それ自身

は払う義務がありますし、住民としてもできる限り払っていくということは当然だと

は思いますけども、先ほども出てましたけども、ただ、やはりいろんな事情でなかな

か生活が大変で払えないという方も多くおられるというふうに思います。 

 そういう中で、私は、この文章を読んだときに、やはり今、町として令和元年度に

努力されたどうかを確認したいことは、徴収も大事ですけども、ここに書かれている

ように、随時状況の把握に努めて、その方がなぜ納められないのかということを把握

した上で、適切にちゃんと条例に基づいて減免措置を行うとか、また、生活が大変な

んだったら、お隣におられる福祉につないで、生活保護なり、また何なりの諸制度を

ちゃんと納税者に紹介するとか、そういうお金を払えば終わりじゃなくて、私は徴収

の問題というのは一番大事なのは、納税者の生活を壊さないということだと思うんで

す。 

 要は、絞るだけ絞って、あとはどうなっていても構いませんと。後でまた聞きます

けども、先ほど住宅から出ていただいたという話がありましたけど、あと、どうしは

ったのかなと思うんですけども、要は、そこもちゃんと考えて、やはり納税者の生活

破壊に追い込まないというのが担当課として一番大事なことだと思うんですね。  

 そういう意味で、先ほど言いましたような、お金を取るだけじゃなくて、そういう

生活をどう支えるかという点での取組はどういうふうにこの令和元年度は努力された

のかということも報告いただけますか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 税住民課長。 
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○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、納税の義務はもちろんなんですけれども、納期限から１日過ぎれば滞納であ

るということは前提としてあるんですけれども、ただ、１日過ぎたからといって、即、

滞納ということは確定しなくて、金融機関等から本町のほうに収納のデータが来るの

が遅いところでは１０日以上かかったりしますので、２週間と決めておりますが、２

週間開けて確認をさせてもらって、入ってなければ督促を出すということでございま

す。 

 ただ、収納のデータにつきましては、毎日、税機構と連携しておりますので、例え

ば、８月３１日納期限であれば、９月１日にはまだ入ってないという情報が行くとい

うことでございます。データ連携については日々更新しております。その中で督促を

出して、初めて税機構のほうが１０日後に滞納処分することができますので、そうや

って動くということが構成団体と税機構との協力関係の業務となっております。 

 税機構任せにしているのではないかということでございますが、本町のほうででき

ることとして、以前から言われておられる滞納者への聞き取りなり事情を聞かせても

らうということにつきましてはやぶさかではないんですが、やはり課税の立場からし

ますと、どうしても最終的には、この税金をどうするということになってしまいます。

そうなると、やはり滞納につきましては税機構の業務ということになりますので、や

はり税機構につないでいかないといけないということでございますので、その辺、ご

理解をよろしくお願いいたします。 

 また、移管前に何とかできないかということでございます。 

 令和元年度から口座振替の方についてなんですけれども、残高不足等で落ちなかっ

た場合に、それについては２、３日後にはすぐ分かりますので、ご案内をさせてもら

っていると。納付に結びつけているということでございます。ただ、今後、その対象

範囲を広げていきたいなというふうには考えております。ということで、担当のほう
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にも指示を出しております。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 先ほど減免のこととか、結局どう取り組んでいただいたのかということは答えてい

ただけなかったんですけど、先ほど言われましたよね。要は、移管前に困難になって

いるんじゃないか思われるような方に事情を聞くとかいうこともやぶさかじゃないけ

ども、結局、滞納という案件になれば税機構に送って、後は税機構の対応になるとい

うふうに言われましたけど、税機構に送られたら税機構は納税者に会われません。電

話もされません。要は督促というか、ただ差し押さえますよという、そういう悪く言

えば脅しのような文書を送られるだけです。本人に何の確認もなくいろんなことをさ

れてます。そういう意味では、先ほど報告の中で、令和元年度で５７人の差押え案件

があったと言われましたよね。それがどのように納税者の実態をちゃんとつかんだ中

で行われたのか大変疑問だと思うんですよね。だから、私は税機構任せだと言ってい

るんですよ。任せじゃなくて丸投げですよね。 

 もう一回聞きます。 

 この令和元年度で国保税にしても、また住民税にしても、いわゆる条例に基づいた

減免の申請率、措置というのはどの程度あったのか。また、具体的にそういった働き

かけというか、周知も含めてちゃんとされたのかというのを報告いただきたいという

ふうに思いますので、その辺よろしいですか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 



― 96 ― 

 すみません、減免につきましては資料を持っているはずなんですが、見当たらない

ので、また後ほどということでお願いしたいと思うんですが、ただ、周知につきまし

ては、当初の課税のときに減免の制度もあるということで、各税に固定資産税なり住

民税なり国民健康保険税も当然でございますが、減免制度につきましてはチラシなり

を入れてご案内をしているところでございます。 

○委員長（岡田泰正君） 

 岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 こういった徴収率とか徴収額というのは記録にすぐ残りますけど、減免申請が何件

あったかとか、そういったことってまずなかなか数に上がってきませんよね。それだ

け意識がないということだと思うんですよね。 

 ですから、令和元年度というのは、お茶にしてみたら晩霜被害があって大影響を受

けた年でもありますし、また１０月には消費税が増税されて、コロナの前に一気に経

済も落ちていったと、そういった年でもありました。そういう意味では、そういった

納税が大変厳しい年だったというふうに思うんですよね。そういう意味で、徴収の担

当としてもちろん徴収率を上げていく、額をちゃんと増やしていくことは大事ですけ

ど、まず、住民の方、納税者の生活というものを第一に考えて取組ができたのかとい

うことで、私は大変疑問に思うというところを指摘しておきたいと思います。 

 もう一つですね、同じページですけども、水道料金の見直しについて書かれてます

けども、その前に、さっき指摘もありましたように、水道会計のところですね。いわ

ゆる厳しい経営状況となることは予想されることから、コロナ禍の厳しい状況ではあ

るものの、水道使用料の見直しを検討しながら経営の健全化に努め、過度な住民負担

とならないよう適切に料金設定を行うことが求められるというふうに監査のほうでは

意見が出されました。 

 課長にお聞きしますけど、令和２年度についても、先ほど水道料金の見直しは今も
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進めていると言われましたよね。いわゆる令和２年度の値上げは凍結したけども、そ

れをどうするかという議論については進めていると言われました。いわゆる令和元年

度の意見として、「過度な住民負担とならないよう適切に料金設定を行うことが求め

られる」と書いてありますよね。これは担当課として、過度な住民負担とならない適

切な料金設定というのはどういう額なのかですね。 

 今こういうふうな指摘があるんで聞いておきたいんですけど、今、議論は進めてい

ると言われたんで、じゃあ、過度な負担にならないようにどの程度の料金設定を考え

ておられるんですか。それが今もし言えるんであれば、この指摘に対するお考えも含

めてお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えさせていただきます。 

 料金につきましては、かなり厳しい状況にあるというのは先ほど小西委員の質問に

もお答えさせていております。それと併せて、料金改定については、現行も進めてい

るという内容の答弁もしております。 

 今の質問ですが、過度のところに住民の負担というのがございます。これについて

は、私のここの取り方につきましては、単に料金を値上げするだけでないということ

の中で料金改定を考えてほしいということは監査委員さんの意見の中にあると受けと

ております。 

 まだ表に幾らのお金を出せる状態ではございませんが、先ほど来からも議論になっ

ています、いろんな起債等々の活用等も含めながら料金の改定をしていきたいという

ように思っておりますので、そのあたりについてはご理解を願いたいと思います。 

○委員長（岡田泰正君） 

 岡本委員、最後にしてくださいね。 
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○８番（岡本正意君） 

 そういう答弁をいただきましたけども、令和元年度につきましては、いわゆる今あ

りましたように、本来は今年度から値上げすると言ってはったんですよね。２５％、

そういう計画でしたよね。令和元年度当初はそうだったと思います。いわゆる何度か

水道委員会を開かれていろいろと議論されたとは思うんですけども、私も令和元年度

の水道料金改定の議論というのは大変問題があったと思うんですよね。 

 途中で秋頃でしたかね、急に６０％とかいう話が出てきましたよね。委員会ではそ

んな話はされませんでしたけど、急にそういう情報が流れてきて、資料を見たらそう

なっていたんですけど、令和元年度はそういう意味では令和２年度の改定に向けてい

ろいろと検討されたと思うんですけども、この２５％と言っていたものが６０％とい

う数字も出てくるというのは、ある意味どういう議論をされているのかと。 

 そもそもどういう計画を持っておられたのかという意味では、ずさんな検討だなと

いうふうに思わざるを得ないというふうに思うんですけど、その辺、元年度いろいろ

ご苦労をいただいたと思うんですけども、その辺の経過についてもう一回説明をいた

だけますか。そういう数字が大きく変わっていったような経過や原因や理由ですね。 

 それから、料金は今でも高いわけですから、これ以上、上げていくということは基

本的には賛成できないわけですけども、それを上げないための努力というか、国・府

も含めて、そういった要望も含めて具体的に何をされたのか、それも含めて報告をい

ただけますか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 国とか府に向けた要望というのは政治活動になりますので、私のほうからどうのこ

うのという答弁は差し控えさせていただきます。ただ、今の現状がどのようになって
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いるのかというような数字的な報告につきましては、随時、京都府ないし国とのやり

とりはやっているつもりでございます。その中で言いますと、総務省のモデル事業を

活用しながら事業を進められるような有利な補助事業を取ったりとかいう中で検討し

ているところでございます。 

 それと、今いろんな数字が出ておりますけども、町として、まず簡易水道を経営し

ていく上でどれだけのお金が必要かということについては、細かい数字を出す必要が

あると思っております。それを住民の使用料と法律的に出せるお金と制度的に出るお

金を全部兼ね合わせた中で応分の負担となりますと、高額な金額になるのは現実問題

であると思います。これはうちだけじゃなく近隣市町村も４０、５０％の値上げをど

んどん今、提案している中で同じようなことが起こっていんだと私は判断しておりま

す。 

 今後、和束町がしなければならないというのは、どれだけ継続的に持続可能な水道

事業ができるかということになりますので、このあたりをもう少し細かく精査しなが

ら、先ほども言いましたように、有利な財源等々も活用しながら進めたいと。今回の

４か月の減免ができましたのも、有利な交付金があったがためにできた話でありまし

て、これもなかったらできないというような状況になりますので、そのあたりも併せ

てご理解をしていただけたらありがたいと思います。 

○委員長（岡田泰正君） 

 ほかの方、ご質問がある方は挙手をお願いします。 

 髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 まずは意見書の１１ページなんですが、この下のほうに診療収入の関係で４８８万

５,０００円、７.８％減少しているというふうに書かれてます。この減少した要因と

いうのはどのように捉えるのかお願いします。 

○委員長（岡田泰正君） 
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 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（和賀 聡君） 

 お答えいたします。 

 分析した結果、患者さんの減少に伴う診療収入であると思われます。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 患者さんが減少したのが大きな要因だと。その患者さんが少なくなったというのは

どのように分析されているかお願いできますか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（和賀 聡君） 

 幾つかあると思われまして、一つは、高齢で施設のほうに入られた方もおられます

し、亡くなられた方もおられますし、町外のほうへ転出された方もおられるというふ

うに、そういうふうに理解しております。 

○委員長（岡田泰正君） 

 髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 町内の他の個人の診療所などへ行きますと、受診もされている方も多く見かけるん

です。ですから、昨年、この診療所の診療時間が変更になりました。木曜日でしたか、

日数が減ったと。そういったことも要因としてあるのかなというふうには考えていた

んですが、それと、１月以降のコロナの関係というのも影響しているのかなと。コロ

ナのときというのは診療所でも診察を伴わないと控えていただいていたというような

状況もありましたので、そういったところも影響しているのかなというふうには思っ
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ているんですが、そういうことではないんですかね。 

○委員長（岡田泰正君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（和賀 聡君） 

 実際のところ、４月以降につきましては、一時、夜間診療を止めたというふうなの

もあるんですけれども、それについては３月とか２月とかの夜間診察を受けられた方

の数にしますと、大体少ないときで４名ぐらい、多いときで１０名ぐらいとかいうふ

うな形で認識しておりますので、コロナの影響についてはさほど大きなものではない

と思われます。 

 以上です。 

○委員長（岡田泰正君） 

 髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 

 意見書の中に、今、計画中の総合保健福祉施設の検討委員会について早急に整備さ

れることが求められているわけですけれども、やはりそういった今の診療に来られる

方が減少しているということも十分検討した中で、含めた中で、やはり今後の施設の

在り方というのを検討しないといけないと思うんですね。 

 ですから、今あります内科を中心としたものだけでいいのかとか、いろんなことも

検討していかないと、今の現状でなかなか施設を維持していくのが大変なのかなと。

これからますます高齢者が増えてくる。また、人口も減少していく中で、そういった

こともなかなか難しい課題だなというふうに、これを見させていただいて感じたとこ

ろなんです。 

 それについてどのようにしていったらよいのか、こればっかりは、来てくださいと

いうことで進めていくというのもなかなか難しいことなんですけれども、今後の施設
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については、そういったことも十分検討していただいてお願いできたらなというふう

に思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次にですね、意見書の１７ページなんですが、農産業新技術開発銀行基金について

触れられておられます。農村ですね、すみません。これについては平成１９年１２月

の償還をもって基金の動きが見られないということなんですが、これについてはそう

いった動きがなかったということについては、何かそういう要因があるんですか。  

○委員長（岡田泰正君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 この基金につきましては、当初、水耕栽培というような形で新しい新技術を導入す

るに際して補助金等がないというようなところで、事業をされる方に無利子でお金を

お貸しするというような形でさせていただきました。 

 その後、てん茶ブームといいますか、そういう形でてん茶ブームが達成したんです

けども、国なり京都府につきましては、和束町は煎茶のまちということがございまし

て、なかなかてん茶関係のご融資が頂けなかったと。補助金を頂けなかったというよ

うなところがございまして、そこから後はてん茶系の部分で使わせていただきまして、

この最終年度まで７年ぐらいの返還期間がございましたので、その分で行ったのです

が、そこから後がてん茶関係につきましても補助金がつくようになりまして、需要が

なくなったというようなところがございます。 

 でも、新しい農業等、まだ門戸は開いておりまして、何かそういった補助金がつか

ないようなものがありましたら、監査委員さんからもいろいろご指摘いただいておる

んですけど、そういったものに関してはお貸しはできるというところでもございます

ので、そのあたりの内容も考えながら、今後の運営も考えながら基金の在り方を考え

たいと思いますので、よろしくお願いします。 
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○委員長（岡田泰正君） 

 髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 今年はコロナの関係も特にあるんですけど、製茶農家さんも大変困っておられると

いうのがあったり、また、お茶のいろんな開発されているところもあったりするわけ

ですけど、なるべくそういった基金については農家さんに広く発信はされているんで

すか。 

○委員長（岡田泰正君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 この基金につきましては、できたときにかなりたくさんの方からご要望をいただき

まして、先ほど言いましたように、その当時はてん茶の棚とか、そういったものは今

は補助金事業になっておりますけども、その当時はできてなかったということで、こ

れにつきましては、茶農家さんにつきましては全て御存じだと考えております。 

 ただ、お茶というのは今は全て補助金がついてきておりますので、また違う分がで

すね、新しい何か農産物ですね、そういったものを導入されるということで、今、補

助金にないようなものについて考えていきいというような形で思っております。  

 よろしくお願いします。 

○委員長（岡田泰正君） 

 質疑の途中ではございますけども、本日の決算特別委員会はこれくらいにとどめ、

延会したいと思います。 

 なお、次回の決算特別委員会は、明日１６日午前９時３０分より本議場で再開いた

しますので、ご参集をお願いします。 

 本日は大変ご苦労さまでございました。 
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午後 ４時０８分 延会 
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        令和 ２ 年 １１ 月 ２４ 日 

 

 

        決算特別委員会委員長  岡 田 泰 正 

 


